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労災疾病臨床研究事業費補助金 

総括研究報告書    

「ストレス関連疾患の発症に寄与する勤務状況の因子とその影響に関する研究 

―健康に最適な労働時間は存在するのか？―」 

 

研究代表者：笽島 茂 三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野 教授 

分担研究者：森田明美 三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学 准教授 

研究協力者：池田若葉 三重大学医学部附属病院疫学センター 助教 

北島巧海 三重大学大学院医学系研究科修士課程学生 

 

 

 三重大学医学系研究科公衆衛生・産業医学分野 教授 研究要旨 
本研究の⽬的は、ストレス関連疾患（⼼筋梗塞、脳卒中、外傷等）に罹患している労

働者について勤務状況の調査を⾏い、それら疾患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とそ
の影響の度合いに関する研究を⾏うことである。平成 28 年度の急性冠症候群についての
パイロット調査に引き続き、平成 29 年度に研究計画、実施⼿順、対照者の選択などを⾒
直し、倫理審査承認後に、平成 29 年度後期より本調査を開始することとした。 

倫理審査の遅れなどの影響を受け、本研究の中⼼である症例対照研究の開始が遅れた
ため、30 年度末までの⽬標症例数を、急性冠症候群 150 例程度、脳卒中は 100 例程度考
えていたが、実際にはそれよりも登録数が少なく、⼗分な対象数を得るまでには⾄って
いないため、現段階ではかなり限られた成果となっている。また、交通外傷については、
ほとんど登録を得られなかった。しかしながら、急性冠症候群や脳卒中などストレス関
連疾患の、発症者におけるいくつかの特徴は⽰された。調整した労働時間についての解
析などは今後の課題であるが、症例には⾃営が多く、有休等が確⽴されているか、定期
的な健診受診機会を設けているか、といった点についても詳細な検討が必要だと考えら
れる。今後地域を取り巻く状況も勘案しながら、分析を進めることが必要である。 
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【研究分担者⽒名・所属研究機関名および所属研
究機関における職名】 
● 伊藤正明・三重⼤学⼤学院医学系研究科・循

環器・腎臓内科学・教授 
● 鈴⽊秀謙・三重⼤学⼤学院医学系研究科・脳

神経外科学・教授 
● ⽥⼝ 修・三重⼤学⼤学院医学系研究科・免疫

学・リサーチアソシエイト 
● 湏藤啓広・三重⼤学⼤学院医学系研究科・運

動器外科学・腫瘍集学治療学・教授 
● 今井 寛・三重⼤学⼤学院医学系研究科・救急

災害医学・教授 
● 森⽥明美・三重⼤学⼤学院医学系研究科・公

衆衛⽣・産業医学・准教授 
● ⼭崎 亨・前三重⼤学⼤学院医学系研究科・公

衆衛⽣・産業医学・研究科内講師 
● ⼭⽥知美・⼤阪⼤学附属病院未来医療開発部

データセンター・特任教授 
● ⾶⽥英祐・⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科医療

データ科学共同研究講座・特任教授 
● 伊藤由希⼦・津⽥塾⼤学・総合政策学部・教

授 
● ⽥島和雄・三重⼤学⼤学院医学系研究科・公

衆衛⽣・産業医学・客員教授 
● ガバザエステバン・三重⼤学⼤学院医学系研

究科・免疫学・教授 
 
 上記メンバーは、本研究「ストレス関連疾
患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影
響に関する研究―健康に最適な労働時間は存
在するのか？―」の全⾏程において、その実
施を担う。その他のメンバーは、アドバイザ
リー的な⽴場で質問紙作成、システム構築、
対象者リクルートあるいは⽣物学的機序に関
わる分析などでの助⾔・指導を⾏う。 

 
【研究協⼒】 
● 佐久間 肇（三重⼤学⼤学院医学系研究科・放

射線医学） 
● ⼟肥 薫（三重⼤学学院医学系研究科・循環

器・腎臓内科学） 
● 増⽥ 純（三重県⽴総合医療センター・循環器

内科） 
● 髙﨑亮宏（三重⼤学医学部附属病院・CCU ネ

ットワーク⽀援センター） 
● 芝 真⼈（三重⼤学⼤学院医学系研究科・脳神

経外科学） 
● 中塚慶徳（三重⼤学⼤学院医学系研究科・脳

神経外科学） 
● ⻄川拓⽂（三重⼤学⼤学院医学系研究科・脳

神経外科学） 
● 辻井雅也（三重⼤学⼤学院医学系研究科・運

動器外科学・腫瘍集学治療学） 
● 川北⽂博（三重⼤学⼤学院医学系研究科・脳

神経外科学） 
● ⾦丸英樹（三重⼤学⼤学院医学系研究科・脳

神経外科学） 
● 池⽥若葉（三重⼤学医学部附属病院疫学セン

ター） 
● 渡邊全美（株式会社アルヴァス） 
● 楠井嘉⾏（楠井法律事務所） 
● 岩垣端礼（JR 東海 健康管理センター 静岡

健康管理室） 
● 三重労働局 
● Keokenchanh Sengtavanh (三重⼤学⼤学院医

学系研究科博⼠課程学⽣) 
● 北島巧海（三重⼤学⼤学院医学系研究科修⼠

課程学⽣） 
● 前⽥百合⾹（三重⼤学医学部医学科学⽣） 
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A.研究⽬的 
本研究の⽬的は、ストレス関連疾患（⼼筋梗

塞、脳卒中、外傷等）に罹患している労働者に
ついて勤務状況の調査を⾏い、それら疾患の発
症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響の度合
いに関する研究を⾏うことである。 
 
B.研究⽅法 
 本研究では、三重県の協⼒病院の受診患者と地
域および職域ベースでの⼈⼝に基づく症例対照研
究（population-based case-control study）を⾏い、
主に次の 2 点を評価する。 
1） 労働時間等、勤務状況の分析による各疾患の

発⽣について相対リスクを推定の後、寄与リ
スク割合を求める。 

2） 寄与リスク割合に応じた予防効果、経済効果
を計量経済モデルにより評価する。 

労働時間や勤務状況、またその他交絡因⼦の保有
状況などについては、⾃記式質問票（症例によっ
ては調査員のインタビュー⽅式）および主治医報
告書等によって把握した。 
 本年度は、 
１．⼼筋梗塞（急性冠症候群） 
２．脳卒中 
３．交通外傷（四肢⾻折） 
の３疾患について、労働時間や勤務状況との関連
を検討すべく、症例対照研究を実施した。 
対象者の組み⼊れ基準は、 
・三重県在住の男⼥ 25〜75 歳 
・有業者（および失業者） 
とし、それぞれの研究対象疾患に合わせて 
（疾患組み⼊れ基準） 
１．新規急性冠症候群（急性⼼筋梗塞、不安定狭
⼼症） 
２．新規脳卒中症例 
３．交通外傷（四肢⾻折で⼿術治療） 
（対照組み⼊れ基準） 
１．急性冠症候群既往のない者 

２．脳卒中既往のない者 
３．現在⾻折のない者 
（除外基準） 
・無業者（⾮労働⼒⼈⼝のうち家事も通学もして
いない者） 
・疾病その他により⾃⾝およびその家族による⾃
記式質問票への回答に困難な者 
１．医原性急性⼼筋梗塞の患者 
２．医原性脳卒中および外傷性脳卒中の患者 
また、今回の症例対照研究では、対象者の家族に
も対象者本⼈の勤務状況等について同様の調査を
⾏い、家族が回答した場合の妥当性について検証
することとした。 
【対照選定⽅法および質問調査⽅法】 
・2 次医療圏と急性期医療病院の密度分布に基づ
き、3 地域（北勢医療圏、中勢伊賀医療圏、およ
び南勢志摩医療圏と東紀州医療圏）をキャッチメ
ントエリアとして⽤いる。 
・三重労働局、および県ないし市町に依頼の上、
県内の事業所リスト⼀覧を⼊⼿する。 
・事業所リストを⽤い、各地域から事業所規模に
応じ事業所を層別無作為抽出し、症例の発⽣に応
じて、対照候補者プールから無作為に対照を抽出
する、2 段階多段抽出法により無作為抽出を⾏い、
対照者を選定する（図 1）。 
・抽出された事業所に研究協⼒への依頼状を発送
後、調査員が各事業所を訪問。改めて調査協⼒を
依頼し、応諾が得られた場合は、職業区分別従業
員数確認書に従業員数を記⼊してもらうように依
頼する。また本研究への応諾を得た事業所には応
諾謝礼品を送付する。 
・研究調査事務局は、各事業所およびその従業員
に対し研究の実施と協⼒について⽂書あるいは⼝
頭にて事前に説明を⾏い、本研究への不参加を希
望する者には、拒否することができる機会を提供
する。 
・職業区分別従業員数確認書には事業所周知を⾏
った際に調査協⼒拒否を申し出た従業員がいた場
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合は、その者を除いた数で記載するよう依頼する。 
・症例発⽣時に「職業区分別従業員数確認書」に
基づく対照候補者のプールを無作為に選定し性・
年齢・職業別のマッチングに基づき最⼤ 6 例を抽
出できるよう、研究調査事務局より当該事業所（⼈
事担当等）宛に、調査資材を郵送する。 
・該当事業所は、マッチングにより指定された対
照プールより対照候補者を無作為に抽出する。対
照候補者に、調査資材（説明⽤紙および同意書を
含む質問票、粗品（ペン等））を渡し、⽂書による
説明ないし研究調査事務局による説明会を実施の
上、対照候補者本⼈が直接同意書および質問票を
記載する。 
・当該対照候補者の家族にも同様の内容の質問票
に答えてもらうよう対照候補者本⼈から質問票を
渡し、記⼊してもらう。 
・該当対照候補者、家族は同意書・質問票・謝礼
返送⽤封筒を返信⽤封筒に⼊れて研究調査事務局
宛に郵送する。 
・研究に参加された対照（およびその家族）に対
し、謝礼を提供する（図２）。 
【⾃記式質問票における質問項⽬】 
主に次の 8 項⽬からなる 
Ⅰ. 職業（⽇本標準職業分類⼤分類レベル）およ
び勤務先の業種（⽇本標準産業分類⼤分類レベル） 
Ⅱ. 労働時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均労働時間 
・発症前々⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均労働時間 
・過去 1 年の労働時間で最短の⽉での、1 か⽉間
の 1 ⽇あたり平均労働時間 
・過去 1 年の労働時間で最⻑の⽉での、1 か⽉間
の 1 ⽇あたり平均労働時間 
Ⅲ. 休憩時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均休憩時間 
Ⅳ. 座業時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均座業時間 
Ⅴ. 睡眠時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均睡眠時間 

Ⅵ. 通勤時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均通勤時間 
Ⅶ. 疲労度（バーンアウトスコア） 
Ⅷ. ほか交絡因⼦ 
・⾼⾎圧／降圧剤の使⽤状況、喫煙歴、⾼コレス
テロール⾎症／薬物療法、糖尿病既往 
・⾝⻑、体重 
・狭⼼症既往および発症年⽉ 
・狭⼼症兆候の有無（ロンドン⼤学質問票） 
・脳卒中兆候の有無  など 
 
1. 急性冠症候群症例 
 急性冠症候群症例については、初年度パイロッ
ト調査に続き、分担研究者が主催する三重県 CCU
ネットワークによって、三重県のほぼ全ての⼆次
救急病院（15 病院）（表 1-1）に症例収集を依頼し
た。症例に対しては、研究への参加を依頼し、研
究参加の同意を得た時点で、研究協⼒病院により、
主治医報告書および CCU ネットワーク収載内容
より、症例に関しては詳細な疾病関連情報を得る。
対照者は、症例と性別・年齢・職種（不可能な場
合は性別・年齢もしくは性別のみ）をマッチング
させ、それぞれ 1：6 で、無作為抽出された協⼒企
業の従業員プールから抽出し、協⼒企業に、従業
員への研究の広報および対照者のリクルートを依
頼した。参加の同意を得た対象者（症例・対照）
本⼈とその家族に対し、⾃記式質問票による調査
実施を⾏い、作業関連要因（労働時間、勤務時間
帯、作業内容とその密度等）と確⽴された交絡要
因に関する情報（⽣活習慣や服薬の情報を含む）
および職業分類や勤務先の産業分類を収集の上、
有職者において症例対照を⽐較した。 
 ⽬標症例数は 200、対照数は 600 とした。 
 
2. 脳卒中症例 
 脳卒中症例についても、急性冠症候群症例とほ
ぼ同様の⽅法で⾏うが、三重県の脳卒中医療を担
う医療機関のうち脳外科⼿術可能な 14 病院中 9
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病院（表 1-2）に症例収集を依頼した。また、三
重県では、CCU ネットワークに対応するような脳
卒中登録事業が⾏われていないため、疾病関連情
報を主治医報告書により詳細に得ることとした。 
 症例対象者は、脳卒中発症後すぐの調査である
ため、⾃記式調査票に回答（記載）することは困
難だと考え、調査員を研究事務局より派遣し、個
別インタビュー⽅式によって調査票への回答を得
た。 
 ⽬標症例数は 200、対照数は 600 とした。 
 
3. 交通外傷症例 
 交通外傷症例については、急性冠症候群症例と
ほぼ同様の⽅法で⾏うが、三重県の北部・中部・
南部より整形外科で交通外傷の⼿術を実施してい
る 8 病院（表 1-3）に症例収集を依頼した。また、
⼥性は⾻折に関して⾻粗鬆症など交絡因⼦の関与
が⼤きいと考えられたため、対象者を男性のみと
した。交通外傷についても、詳細な登録事業等は
ないため、疾病関連情報を主治医報告書により詳
細に得ることとした。⽬標症例数は 50、対照数は
50 とした。 

平成 30 年度は、28 年度末に実施されたパイロ
ット調査の結果解析を踏まえて、研究計画、実施
⼿順、対照者の選択などを⾒直した本調査を、倫
理審査承認後順次実施した。基本的な実施⽅法は
パイロット調査と同様に症例組み⼊れ基準を、25
〜75 歳の有職者とし、対照は症例発⽣後ただちに
性・年齢・職業をマッチングさせて収集すること
とした。登録症例数は、急性冠症候群および脳卒
中は 200 例、対照はその 3 倍を⽬標としていたが、
平成 29 年度に三重⼤学医学部の研究倫理審査体
制が⼤きく改変されたために、審査に⼤変な時間
がかかり、下⽅修正を余儀なくされた。外傷につ
いては外傷の部位や程度が多岐にわたり、主要病
院以外への受診も多いと予測されたことから、交
通事故による外傷のうち四肢⾻折⼿術例に絞り、
さらに⼥性では交絡要因の影響が多岐にわたり⼤

きいと予想されたことから、症例を男性のみに絞
ることとした。症例 50 対照 50 を⽬標として研究
を実施した。それぞれ県内の病院に協⼒を要請し、
急性冠症候群は 15 病院、脳卒中は 9 病院、交通外
傷は 8 病院から登録症例を収集した。対照につい
ては、パイロット調査と同様に、「平成 26 年度経
済センサス基礎調査」から三重県内の全事業所の
データを⼊⼿し、調査対象事業所名簿の作成を⾏
った。250 社の事業所を層別無作為抽出し、各事
業所から職業区分別従業員数（性・年齢別）を提
出してもらい、症例と性・年齢・職業をマッチン
グさせて、対応する従業員への調査票配付を各企
業に依頼した。 

 
（倫理⾯への配慮） 

本研究は、⼈を対象とする医学系研究に関す
る倫理指針に従い、三重⼤学⼤学院医学系研究
科・医学部研究倫理審査委員会と関連施設での
倫理委員会の承認を得て、実施を開始した。本
研究の実施において得られた研究対象者の個⼈
情報の管理、および事業所名簿の作成や対象を
含めた情報収集・保管・集計、また対象者等へ
の謝礼の⽀払いなどの情報管理に係る業務内容
の⼀部は、個⼈情報保護の観点から、⺠間の調
査会社（プライバシーマーク取得済み）に業務
請負として依頼することとした。これら情報は、
三重⼤学内の個⼈情報管理者によって管理され、
研究利⽤に際し研究者に住所・⽒名等個⼈識別
情報が明らかにされない状態で、解析⽤データ
として提供される。調査該当者およびその家族
には⾯談や郵送などにて説明と同意を⾏い、同
意が得られたものに対してのみ研究対象とし、
疾患関連情報の取得や、⾃記式調査を実施する。
症例の同意取得に当たっては、参加の⾃由、拒
否のしやすさなどの観点から主治医以外が⾏っ
た。各病院では、研究実施についての広報を⾏
う。また、対照については、⾃記式調査前に各
企業内で該当者情報の抽出が⾏われていること

7



 

に対しては、事前に関連企業の施設内にて広報
することにより情報提供を⾏う。また該当者に
対しては説明会等によって研究参加の同意率を
向上させ、研究の外的妥当性を⾼めることによ
り、事業費を⽤いて実施される本研究事業の意
義を果たし倫理性を保つ。 

 

C.研究結果 

倫理審査承認の順に、平成 30 年 3 ⽉より急性
冠症候群、10 ⽉より脳卒中、31 年 2 ⽉より外
傷（交通事故）のそれぞれの症例対照研究を開
始した。県内の主要⼆次救急病院に協⼒を要請
し、急性冠症候群は 15 病院、脳卒中は 9 病院、
交通外傷は 8 病院から登録症例を収集した。31

年 3 ⽉末までに、急性冠症候群症例 103 例に対
し性・年齢・職業をマッチングした対照 176 例、
脳卒中研究では 65 例に対し対照 72 例が登録さ
れた。交通外傷については、症例が 3 例登録さ
れたのみであった。 

 

1.急性冠症候群（ACS）症例  

三重県のほぼ全ての⼆次救急病院（15 病院）
と連携をとって実施されている CCU ネットワ
ークの ACS レジストリーの登録対象患者と、本
研究への登録者を⽐較したところ、本研究登録
者は有業者のみが対象であるため、平均年齢が
若く男性が 97％であった。ACS の分類、⼼収
縮能などには⼤きな差異が⾒られなかったが、
院内死亡については本研究登録例では死亡は観
察されず、死亡者（重症者）の研究登録が難し
いことが⽰された。健常対照者との⽐較では、
急性冠症候群について、データ⼊⼒が完成した
部分で分析したところ、未調整の平均値では、
男⼥⼀緒に分析した場合、いずれも症例群の⽅
が⾼かったが、性を分けて分析したところ⼥性
では有意差はなく、男性では体重で有意差が⾒
られなかった。症例群で年齢が⾼く、体重や
BMI も⾼いことが⽰された。既往を⾒ると、症

例群では、狭⼼痛などが多くみられるのは当然
として、脂質異常症や糖尿病・耐糖能異常など
が多い傾向が⾒られた。労働時間や残業時間お
よび年収などの平均値には⼤きな差はなかった
が、業種でみると、症例群に建設業が多く、対
照群に農林業・運輸業が多い傾向が⾒られた。
また、雇⽤形態では症例に⾃営業が多い傾向も
明らかであった(表 2-表 15)。 

 

2.脳卒中症例 

本研究の登録者 45 例を病型別にみると、脳梗
塞 24 例（36.9%）、脳出⾎ 26 例（40%）、くも
膜下出⾎ 15 例（23.1%）であった。脳卒中患者
の診療についての三重県の現状報告から今回の
協⼒病院への過去 3 年間の脳卒中搬送数は、
25−75 歳の労働者世代でみると、年間平均で脳
梗塞 1,022 例（62.5%）、脳出⾎ 439 例（26.8%）、
くも膜下出⾎ 175 例（10.7%）であり、半年間
の患者数から本研究への登録率を推定すると、
脳梗塞 4.7%、脳出⾎ 11.8%、くも膜下出⾎ 17.0%

であり、全体では 7.9％であった。本研究では、
三重県全体と⽐べると、くも膜下出⾎の登録が
多く、脳梗塞例の研究登録が少ない傾向が明ら
かとなった。また、⾼⾎圧・糖尿病・脂質異常
等の合併を持つものが多くを占めた。 

 本研究の登録患者から、労働者の脳卒中は病
型に関係なく、平均 50 歳代で発症し、発症時間
は勤務時間内及びその通勤時間帯に最も多いこ
とが明らかになった。交絡因⼦としての⽣活習
慣病の影響は脳梗塞や脳出⾎で⼤きく、くも膜
下出⾎では少なかった。複数の⽣活習慣病の関
与が⼤きい脳梗塞で発症者に占める男性の割合
が特に⼤きく、次いで脳出⾎で男性の割合が⼤
きかったが、⽣活習慣病の関与が少ないくも膜
下出⾎では性差はみられなかった。また、脳梗
塞や脳出⾎発症者では脳卒中発症前には⽣活習
慣病が未診断であったり、指摘されていたにも
拘らず未治療のまま放置されている場合が少な
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からず認められた。以上の結果は脳卒中、特に
脳梗塞や脳出⾎の発症に労働時間や労働による
ストレスが関与している可能性が⽰唆された。 

 

3.交通外傷症例 

平成 31 年 2 ⽉ 15 ⽇に、三重⼤学の研究倫理
審査委員会の承認を受け、8 協⼒病院での各倫
理委員会の承認を経て、平成 31 年 3 ⽉より調査
を開始した。 

倫理審査の承認が遅れ、それに伴い症例登録
開始に遅れが⽣じた。そのため調査期間が短く、
今回の⽬的である労働時間と⼿術治療を要する
重度な⾻折の発⽣とを検討することは、現段階
ではできていない。⽬標登録症例数を 50 例とす
るならば、何らかの形で本研究を継続し、当初
⽬標であった登録者を得ること等を検討する必
要が考えられる。 

 

D.考察 

倫理審査の遅れなどの影響を受け、本研究の
中⼼である症例対照研究の開始が遅れたため、
30 年度末までの⽬標症例数を、急性冠症候群
150 例程度、脳卒中は 100 例程度考えていたが、
実際にはそれよりも登録数が少なく、⼗分な対
象数を得るまでには⾄っていないため、現段階
ではかなり限られた成果となっている。また、
交通外傷については、ほとんど登録を得られな
かった。 

 しかしながら、急性冠症候群や脳卒中などス
トレス関連疾患の、発症者におけるいくつかの
特徴は⽰された。調整した労働時間についての
解析などは今後の課題であるが、症例には⾃営
が多く、有休等が確⽴されているか、定期的な
健診受診機会を設けているか、といった点につ
いても詳細な検討が必要だと考えられる。今後
地域を取り巻く状況も勘案しながら、分析を進
めることが必要である。 

 近年、働き⽅改⾰が推進されつつあるが、ど

のような業種・職種・雇⽤形態に、より強⼒な
健診・保健指導や労働環境是正を推奨すべきか
といった課題に、本研究の成果が活⽤できるの
ではないかと考える。 

 本研究内容である「健康に最適な労働時間は
存在するのか？科学的エビデンスを考える」に 

ついて、平成 31 年 3 ⽉ 11 ⽇（⽉）、東京で開
催された⼀般社団法⼈⽇本経済団体連合会（労
働安全衛⽣部会 ５ワーキング合同会合）にて
講演発表した。また平成 31 年 4 ⽉、第 30 回 ⽇
本医学会総会 2019 中部 セッション「開業医、
勤務医、産業医の社会的使命と過重労働・ワー
クライフバランス」（名古屋）にて「労働時間の
疫学と医師の社会的使命―科学的エビデンスの
現状と課題」をテーマに、健康に最適な労働時
間についてシンポジウムを⾏う予定である。 

 

E.結論 

倫理審査の遅れなどの影響を受け、本研究の
中⼼である症例対照研究の開始が遅れたため、
30 年度末までの各疾患の⽬標症例数について
⼗分な対象数を得ることができなかった。その
ため、現段階ではかなり限られた成果となって
いる。しかしながら、急性冠症候群や脳卒中な
どストレス関連疾患の、発症者におけるいくつ
かの特徴は⽰された。今後の課題として労働時
間の調整や職種、雇⽤形態、地域を取り巻く状
況等も勘案しながら分析を進めることが必要で
ある。 

 

Ｆ.健康危険情報 

  なし 
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表 1 協⼒依頼施設⼀覧 

 1―1 急性冠症候群症例収集協⼒施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 1―2 脳卒中症例収集協⼒施設            1―3 交通外傷症例収集協⼒施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

番号 施設名 
1 桑名東医療センター 
2 三重県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅中央総合病院 
4 鈴⿅回⽣病院 
5 ⽻津医療センター 
6 三重⼤学医学部附属病院 
7 永井病院 
8 三重中央医療センター 
9 名張市⽴病院 

10 岡波総合病院 
11 松阪中央総合病院 
12 済⽣会松阪総合病院 
13 伊勢⾚⼗字病院 
14 三重ハートセンター 
15 尾鷲総合病院 

番号 施設名 
1 桑名市総合医療センター 
2 県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅中央総合病院 
4 鈴⿅回⽣病院 
5 三重⼤学医学部附属病院 
6 三重中央医療センター 
7 松阪中央総合病院 
8 済⽣会松阪総合病院 
9 伊勢⾚⼗字病院 

番号 施設名 
1 桑名市総合医療センター 
2 三重県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅回⽣病院 
4 鈴⿅中央総合病院 
5 永井病院 
6 済⽣会松阪総合病院 
7 伊勢⾚⼗字病院 
8 市⽴伊勢総合病院 
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表 2 症例および対照の年齢 

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
25～39 1 1.0 0 0.0 1 1.0 1 0.7 2 14.3 3 1.9
40～49 15 15.5 1 16.7 16 15.5 26 17.9 0 0.0 26 16.4
50～59 34 35.1 1 16.7 35 34.0 59 40.7 4 28.6 63 39.6
60～69 25 25.8 2 33.3 27 26.2 48 33.1 7 50.0 55 34.6
70～75 22 22.7 2 33.3 24 23.3 11 7.6 1 7.1 12 7.5

合計 97 100 6 100 103 100 145 100 14 100 159 100

平均
標準偏差

57.2

8.7

58.0

11.7

症 例 対 照
性別

合計
男性 ⼥性

性別
男性
60.1

⼥性
合計

年
齢
階
級

57.3

8.9

（歳）
9.2

63.7

10.1

60.3

9.2

 
 
表 3 症例および対照の喫煙・学歴・年収 

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％

28 32.9 2 33.3 30 33.0 51 35.4 1 8.3 52 33.3

46 54.1 1 16.7 47 51.6 66 45.8 2 16.7 68 43.6

11 12.9 3 50.0 14 15.4 27 18.8 9 75.0 36 23.1

21 21.9 0 0.0 21 21.0 22 15.3 0 0.0 22 13.9

43 44.8 3 75.0 46 46.0 70 48.6 7 50.0 77 48.7

3 3.1 1 25.0 4 4.0 6 4.2 2 14.3 8 5.1

5 5.2 0 0.0 5 5.0 6 4.2 4 28.6 10 6.3

0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.7 0 0.0 1 0.6

24 25.0 0 0.0 24 24.0 39 27.1 1 7.1 40 25.3

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
300万未満 24 33.3 4 100.0 28 36.8 28 20.7 8 61.5 36 24.3

300万〜500万 20 27.8 0 0.0 20 26.3 47 34.8 3 23.1 50 33.8

500万〜700万 10 13.9 0 0.0 10 13.2 33 24.4 2 15.4 35 23.6

700万〜1000万 12 16.7 0 0.0 12 15.8 17 12.6 0 0.0 17 11.5

1000万以上 6 8.3 0 0.0 6 7.9 10 7.4 0 0.0 10 6.8

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
300万未満 7 13.2 1 50.0 8 14.5 21 17.8 2 25.0 23 18.3

300万〜500万 11 20.8 0 0.0 11 20.0 22 18.6 1 12.5 23 18.3

500万〜700万 11 20.8 1 50.0 12 21.8 33 28.0 1 12.5 34 27.0

700万〜1000万 12 22.6 0 0.0 12 21.8 18 15.3 4 50.0 22 17.5

1000万以上 12 22.6 0 0.0 12 21.8 24 20.3 0 0.0 24 19.0

225±183 478±286

410±269 750±543 629±390 492±291 622±386

490±383 173±74 473±379

763±548

500±283

症 例 対 照
性別

合計
性別

合計
男性 ⼥性 男性 ⼥性

現在、喫煙している

喫煙

喫煙したことはない

学歴

専⾨学校（２年制、専⾨⼠）

⼤学・⼤学院

以前、喫煙していたが、
現在は喫煙していない

⼩学校・中学校
⾼等学校
短⼤・⾼専

専⾨学校（４年制、⾼度専⾨⼠）

年収（本⼈）

分布

年収（世帯）
平均±標準偏差（万円）

分布

平均±標準偏差（万円）
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表 4 症例および対照の業種 

参加者総数
⼈数 ％ ⼈数 ％

農業・林業 1 1.1 13 8.6

漁業 0 0.0 1 0.7

鉱業、採⽯業、砂利採取業 1 1.1 0 0.0

建設業 18 19.8 10 6.6

製造業 20 22.0 40 26.5

電気・ガス・熱供給・⽔道業 2 2.2 3 2.0

情報通信業 0 0.0 1 0.7

運輸業、郵便業 5 5.5 18 11.9

卸売業、⼩売業 10 11.0 16 10.6

⾦融業、保険業 1 1.1 0 0.0

不動産業、物品賃貸業 1 1.1 1 0.7

学術研究、専⾨・技術ｻｰﾋﾞｽ業 2 2.2 2 1.3

宿泊業、飲⾷サービス業 6 6.6 3 2.0

⽣活関連サービス業、娯楽業 3 3.3 2 1.3

教育、学習⽀援業 2 2.2 0 0.0

医療、福祉 6 6.6 10 6.6

複合ｻｰﾋﾞｽ事業 0 0.0 1 0.7

サービス業 7 7.7 20 13.2

公務 4 4.4 1 0.7

分類不能の産業 2 2.2 9 6.0

合計 91 100.0 151 100.0

症 例 対 照
91 151
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表 5 症例および対照の職種 

参加者総数
⼈数 ％ ⼈数 ％

管理的職業従事者 10 11.6 25 16.7

専⾨的・技術的職業従事者 17 19.8 22 14.7

事務従事者 4 4.7 17 11.3

販売従事者 7 8.1 7 4.7

サービス職業従事者 11 12.8 15 10.0

保安職業従事者 1 1.2 9 6.0

農林漁業従事者 1 1.2 12 8.0

⽣産⼯程従事者 13 15.1 19 12.7

輸送・機械運転従事者 8 9.3 7 4.7

建設・採掘従事者 9 10.5 9 6.0

運搬・清掃・包装等従事者 1 1.2 1 0.7

分類不能の従事者 4 4.7 7 4.7

合計 86 100.0 150 100.0

症 例 対 照
86 150

 
 
 
表 6 症例および対照の雇⽤形態 

参加者総数
⼈数 ％ ⼈数 ％

正規職員として雇われている 45 46.9 89 58.9

契約社員として雇われている 7 7.3 14 9.3

派遣社員として雇われている 3 3.1 1 0.7

会社などの役員 6 6.3 11 7.3

⾃営業主 20 20.8 11 7.3

パートタイマー・アルバイト 11 11.5 25 16.6

家庭従事者・家庭内の仕事 3 3.1 0 0.0

収⼊を得る仕事をしていない 1 1.0 0 0.0

合計 96 100.0 151 100.0

症 例 対 照
96 151
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表 7 症例および対照の 1 ⽇当たり実労働時間（過去 1 か⽉間の平均） 

⼈数 ％ ⼈数 ％
～7.0 22 23.7 23 15.2
7.1～9.0 46 49.5 86 57.0

9.1～11.0 18 19.4 28 18.5

11.1～ 7 7.5 14 9.3

合計 93 100.0 151 100.0

（時間）

労働時間
(4分割)

標準偏差 2.6 2.1

平均 8.2 8.5

症 例 対 照

 
表 8 症例および対照の時間外労働などの⽐較（過去 1 か⽉間） 

平均±標準偏差 症例 対照

残業（時間） 11.6±21.3 11.4±21.1

⾃宅残業（時間） 1.6±8.1 1.0±3.2

休⽇出勤（時間） 5.5±10.4 3.7±8.5

早朝勤務（⽇数） 4.1±7.9 4.1±7.8

夜勤（⽇数） 2.0±6.0 0.9±3.4

深夜勤務（⽇数） 1.8±6.0 1.3±4.1

 
表 9 症例および対照の 1 ⽇当たり実労働時間（過去 1 か⽉間、その前の⽉、最⻑時間⽉、最短時間⽉） 

過去1か⽉間―その前⽉との差 2.1±2.8 1.6±1.7

最⻑時間⽉ 9.1±3.0 9.3±2.5

最短時間⽉ 7.3±2.9 7.7±2.3

平均±標準偏差

8.5±2.1

その前の⽉ 8.1±2.8 8.5±2.1

（時間）

過去1か⽉間 8.2±2.6

症例 対照

最⻑時間⽉―最短時間⽉との差 0.9±1.4 0.9±1.5

最⻑時間⽉―過去1か⽉間との差 0.2±1.5 0.0±0.5

過去1か⽉間―最短時間⽉との差 1.4±2.2 0.8±1.3
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表 10 症例および対照の 1 ⽇当たり実労働時間差の分布 

⼈数 ％ ⼈数 ％

〜0未満 9 9.9 16 10.6

0 70 76.9 119 78.8

1以上〜60未満 5 5.5 9 6.0

60以上 7 7.7 7 4.6

合計 91 100.0 151 100.0

30分未満 38 47.5 55 40.1

30以上〜60未満 11 13.8 22 16.1

60以上〜120未満 14 17.5 40 29.2

120以上〜180未満 9 14 10.2

180以上 8 10.0 6 4.4

合計 80 100.0 137 100.0

30分未満 32 42.1 65 46.4

30以上〜60未満 6 7.9 23 16.4

60以上〜120未満 16 21.1 31 22.1

120以上〜180未満 12 15.8 9 6.4

180以上 10 13.2 12 8.6

合計 76 100.0 140 100.0

30分未満 24 31.2 34 24.5

30以上〜60未満 5 6.5 14 10.1

60以上〜120未満 14 18.2 44 31.7

120以上〜180未満 15 19.5 23 16.5

180以上 19 24.7 24 17.3

合計 77 100.0 139 100.0

症 例 対 照

労働時間
の差
（分）

労働時間
の差
（分）

過去1か⽉間―その前⽉との差

最⻑時間⽉―過去1か⽉間

過去1か⽉間―最短時間⽉

最⻑時間⽉―最短時間⽉

労働時間
の差
（分）

労働時間
の差
（分）
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表 11 症例および対照の休暇等の⽐較 

平均±標準偏差
症例 対照

（⽇数）
取得年次有給休暇

(今年度初め〜診断⽇・回答⽇まで) 3.9±6.2 4.9±6.3

年次有給休暇新規分(今年度初め) 13.0±11.6 14.1±11.1

年次有給休暇昨年度繰越分(今年度初め) 10.8±12.2 11.1±11.5

過去１年の最⻑連続休暇 5.6±3.4 5.2±4.2

過去１年の最⻑連続出勤 11.5±15.0 16.4±53.0

 
 
表 12 症例および対照の睡眠・休憩・座業・通勤時間の⽐較 

平均±標準偏差
症例 対照

睡眠時間１⽇あたり
過去1か⽉の平均（時間） 6.4±1.1 6.4±1.2

⼊眠までに要する時間
過去1か⽉の平均(分) 23.1±20.1 18.4±17.1

昼⾷休憩時間(分) 51.3±28.4 53.6±20.4

夜勤仮眠時間(分) 91.9±147.6 55.6±76.4

座業(事務)時間(分) 163.9±191.4 188.8±206.6

通勤時間 退勤時(分) 36.8±41.7 30.1±24.9

座業(事務)時間割合（％） 2.5±1.3 2.4±1.3

通勤時間 出勤時(分) 33.9±39.3 29.5±23.7

 
 
表 13 職場における出来事（過去 1 か⽉） 

参加者総数

⼈数 ％ ⼈数 ％
出来事ありの⼈数
 配置転換 2 1.9 4 2.5

 上司変更 4 3.9 5 3.1

 職種変更 4 3.9 4 2.5

 仕事のトラブル 13 12.6 14 8.8

 過⼤な仕事 9 8.7 7 4.4

 ⼈間関係の問題 16 15.5 16 10.1

 その他 42 40.8 91 57.2

症 例 対 照
103 159
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表 14 症例および対照の⾝⻑・体重・BMI 

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
18.5未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 2.8 1 7.7 5 3.2

18.5以上25未満 55 57.3 3 50.0 58 56.9 92 65.2 10 76.9 102 66.2

25以上30未満 32 33.3 2 33.3 34 33.3 37 26.2 2 15.4 39 25.3

30以上 9 9.4 1 16.7 10 9.8 8 5.7 0 0.0 8 5.2

96 100.0 6 100.0 102 100.0 141 100.0 13 100.0 154 100.0

BMIの分布

BMI（kg/m2）

⾝⻑（cm）

25.3±3.9 25.0±5.1

体重（kg） 72.5±13.4 60.7±12.5

168.4±6.5 169.5±5.6 156.1±5.5

22.9±3.2 24.0±3.525.3±3.9 24.1±3.5

168.4±6.7

71.8±13.6 69.4±11.3 56.0±9.2

分布

合計

症 例 対 照
性別

合計
性別

合計
男性 ⼥性 男性 ⼥性

68.2±11.7

平均±標準偏差

169.1±5.9 155.9±3.6

 
 
表 15 症例および対照の既往歴 

参加者総数

⼈数 ％ ⼈数 ％
既往歴ありの⼈数
 ⼼筋梗塞 24 23.3 5 3.1

 狭⼼症 8 7.8 2 1.3

 脳卒中 6 5.8 4 2.5

 ⾼総コレステロール 32 31.1 20 12.6

 ⾼LDLコレステロール 26 25.2 19 11.9

 糖尿病・耐糖能異常 27 26.2 18 11.3

 ⾼⾎圧 51 49.5 66 41.5

 睡眠時無呼吸症候群 8 7.8 9 5.7

 気管⽀喘息 4 3.9 12 7.5

 交通事故 50 48.5 73 45.9

103 159

症 例 対 照
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  図 1 対照選定の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 2 対照者調査の流れ 
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労災疾病臨床研究事業費補助⾦ 
分担研究報告書 

 
ストレス関連疾患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響に関する研究 

―健康に最適な労働時間は存在するのか？― 
急性冠症候群症例を中⼼とした症例対照研究 

 
分担研究者：森⽥明美 三重⼤学⼤学院医学系研究科公衆衛⽣・産業医学 准教授 

研究協⼒者：池⽥若葉 三重⼤学医学部附属病院疫学センター 助教 

      髙﨑亮宏 三重⼤学医学部附属病院 CCU ネットワーク⽀援センター

 

  

研究要旨 
近年わが国では、雇⽤形態の多様化やワークシェアリング制度の導⼊などにより、産業

構造の変化がみられ、また労働時間の短縮化が図られている。しかしながら、「健康に最
適な労働時間は存在するのか？」という視点を持ち、⾏政および産業界に対し有⽤な科学
的エビデンスを提⽰する必要性がある。本研究の⽬的は、ストレス関連疾患（⼼筋梗塞、
脳卒中、交通外傷等）を罹患した労働者について、労働時間等、勤務状況の調査を⾏い、
それら疾患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響の度合いに関する研究を⾏うこ
とである。 
 本研究では、三重県の協⼒病院の受診患者と地域および職域ベースでの⼈⼝に基づく症
例対照研究を⾏った。本年度は、⼼筋梗塞（急性冠症候群）、脳卒中、交通外傷（四肢⾻
折）の３疾患について、症例対照研究を実施した。労働時間や勤務状況、またその他交絡
因⼦の保有状況などについては、質問票および主治医報告書等によって把握した。 
 倫理審査承認の順に、平成 30 年 3 ⽉に急性冠症候群、10 ⽉に脳卒中、31 年 2 ⽉に交
通外傷のそれぞれの症例対照研究を開始した。本年度末までに、急性冠症候群症例 103 例
に対し性・年齢・職業をマッチングした対照 176 例、脳卒中研究では症例 65 例、対照 72
例が登録され、交通外傷研究は症例が 3 例登録されたのみであった。 
 急性冠症候群研究の基本解析では、過去 1 か⽉における症例の 1 ⽇平均労働時間は 8.2
時間、対照は 8.5 時間であり、有意な差はなく、また分布にも明らかな差はなかった。平
均残業時間にも、症例対照間で差は⾒られなかった。雇⽤形態では、⾃営業者が症例では
対照に⽐べて有意に多かった。健康状態では、症例群にやや肥満が多く、⾼脂⾎症や糖尿
病の有病者が多い傾向が⾒られた。 
 倫理審査の遅れなどの影響もあり、本年度研究では⼗分な成果が上げられなかったが、
今後も、何らかの形で本研究を継続し、また、さらに詳細な分析を⾏い、ストレス関連疾
患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響の度合いについて、明らかにしたいと考え
ている。 
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A.研究⽬的 
 近年わが国では、雇⽤形態の多様化やワーク
シェアリング制度の導⼊などにより、産業構造
の変化がみられ、また労働時間の短縮化が図ら
れている。しかしながら、先⾏研究の結果およ
び労働者の健康管理の観点から改めて「健康に
最適な労働時間は存在するのか？」という視点
を持ち、⾏政および産業界に対し有⽤な科学的
エビデンスを提⽰する必要性がある。本研究の
⽬的は、ストレス関連疾患（⼼筋梗塞、脳卒中、
交通外傷等）を罹患した労働者について、労働
時間等、勤務状況の調査を⾏い、それら疾患の
発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響の
度合いに関する研究を⾏うことである。 
 
B.研究⽅法 
 本研究では、三重県の協⼒病院の受診患者と
地域および職域ベースでの⼈⼝に基づく症例
対照研究（population-based case-control study）
を⾏い、主に次の 2 点を評価する。 
1）労働時間等、勤務状況の分析による各疾患
の発⽣について相対リスクを推定の後、寄与リ
スク割合を求める。 
2）寄与リスク割合に応じた予防効果、経済効
果を計量経済モデルにより評価する。 
労働時間や勤務状況、またその他交絡因⼦の保
有状況などについては、⾃記式質問票（症例に
よっては調査員のインタビュー⽅式）および主
治医報告書等によって把握した。 
 本年度は、 
１．⼼筋梗塞（急性冠症候群） 
２．脳卒中 
３．交通外傷（四肢⾻折） 
の３疾患について、労働時間や勤務状況との関
連を検討すべく、症例対照研究を実施した。 
対象者の組み⼊れ基準は、 

・三重県在住の男⼥ 25〜75 歳 
・有業者（および失業者） 
とし、それぞれの研究対象疾患に合わせて 
（疾患組み⼊れ基準） 
１．新規急性冠症候群（急性⼼筋梗塞、不安定
狭⼼症） 
２．新規脳卒中 
３．交通外傷（四肢⾻折で⼿術治療） 
（対照組み⼊れ基準） 
１．急性冠症候群既往のない者 
２．脳卒中既往のない者 
３．現在⾻折のない者 
（除外基準） 
・無業者（⾮労働⼒⼈⼝のうち家事も通学もし
ていない者） 
・疾病その他により⾃⾝およびその家族による
⾃記式質問票への回答に困難な者 
１．医原性急性⼼筋梗塞の患者 
２．医原性脳卒中および外傷性脳卒中の患者 
また、今回の症例対照研究では、対象者の家族
にも対象者本⼈の勤務状況等について同様の
調査を⾏い、家族が回答した場合の妥当性につ
いて検証することとした。 
【対照選定⽅法および質問調査⽅法】 
・2 次医療圏と急性期医療病院の密度分布に基
づき、3 地域（北勢医療圏、中勢伊賀医療圏、
および南勢志摩医療圏と東紀州医療圏）をキャ
ッチメントエリアとして⽤いる。 
・三重労働局、および県ないし市町に依頼の上、
県内の事業所リスト⼀覧を⼊⼿する。 
・事業所リストを⽤い、各地域から事業所規模
に応じ事業所を層別無作為抽出し、症例の発⽣
に応じて、対照候補者プールから無作為に対照
を抽出する、2 段階多段抽出法により無作為抽
出を⾏い、対照者を選定する（図 1）。 
・抽出された事業所に研究協⼒への依頼状を発
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送後、調査員が各事業所を訪問。改めて調査協
⼒を依頼し、応諾が得られた場合は、職業区分
別従業員数確認書に従業員数を記⼊してもら
うように依頼する。また本研究への応諾を得た
事業所には応諾謝礼品を送付する。 
・研究調査事務局は、各事業所およびその従業
員に対し研究の実施と協⼒について⽂書ある
いは⼝頭にて事前に説明を⾏い、本研究への不
参加を希望する者には、拒否することができる
機会を提供する。 
・職業区分別従業員数確認書には事業所周知を
⾏った際に調査協⼒拒否を申し出た従業員が
いた場合は、その者を除いた数で記載するよう
依頼する。 
・症例発⽣時に「職業区分別従業員数確認書」
に基づく対照候補者のプールを無作為に選定
し性・年齢・職業別のマッチングに基づき最⼤
6 例を抽出できるよう、研究調査事務局より当
該事業所（⼈事担当等）宛に、調査資材を郵送
する。 
・該当事業所は、マッチングにより指定された
対照プールより対照候補者を無作為に抽出す
る。対照候補者に、調査資材（説明⽤紙および
同意書を含む質問票、粗品（ペン等））を渡し、
⽂書による説明ないし研究調査事務局による
説明会を実施の上、対照候補者本⼈が直接同意
書および質問票を記載する。 
・当該対照候補者の家族にも同様の内容の質問
票に答えてもらうよう対照候補者本⼈から質
問票を渡し、記⼊してもらう。 
・該当対照候補者、家族は同意書・質問票・謝
礼返送⽤封筒を返信⽤封筒に⼊れて研究調査
事務局宛に郵送する。 
・研究に参加された対照（およびその家族）に
対し、謝礼を提供する（図２）。 
 

【⾃記式質問票における質問項⽬】 
主に次の 8 項⽬からなる 
Ⅰ. 職業（⽇本標準職業分類⼤分類レベル）お
よび勤務先の業種（⽇本標準産業分類⼤分類レ
ベル） 
Ⅱ. 労働時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均労働時間 
・発症前々⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均労働時
間 
・過去 1 年の労働時間で最短の⽉での、1 か⽉
間の 1 ⽇あたり平均労働時間 
・過去 1 年の労働時間で最⻑の⽉での、1 か⽉
間の 1 ⽇あたり平均労働時間 
Ⅲ. 休憩時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均休憩時間 
Ⅳ. 座業時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均座業時間 
Ⅴ. 睡眠時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均睡眠時間 
Ⅵ. 通勤時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均通勤時間 
Ⅶ. 疲労度（バーンアウトスコア） 
Ⅷ. ほか交絡因⼦ 
・⾼⾎圧／降圧剤の使⽤状況、喫煙歴、⾼コレ
ステロール⾎症／薬物療法、糖尿病既往 
・⾝⻑、体重 
・狭⼼症既往および発症年⽉ 
・狭⼼症兆候の有無（ロンドン⼤学質問票） 
・脳卒中兆候の有無  など 
 
1. 急性冠症候群症例 
 急性冠症候群症例については、初年度パイロ
ット調査に続き、分担研究者が主催する三重県
CCU ネットワークによって、三重県のほぼ全
ての⼆次救急病院（15 病院）（表 1-1）に症例
収集を依頼した。症例に対しては、研究への参
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加を依頼し、研究参加の同意を得た時点で、研
究協⼒病院により、主治医報告書（資料 1-1）
および CCU ネットワーク収載内容より、症例
に関しては詳細な疾病関連情報を得る。対照者
は、症例と性別・年齢・職種（不可能な場合は
性別・年齢もしくは性別のみ）をマッチングさ
せ、それぞれ 1：6 で、無作為抽出された協⼒
企業の従業員プールから抽出し、協⼒企業に、
従業員への研究の広報および対照者のリクル
ートを依頼した。参加の同意を得た対象者（症
例・対照）本⼈とその家族に対し、⾃記式質問
票による調査実施を⾏い、作業関連要因（労働
時間、勤務時間帯、作業内容とその密度等）と
確⽴された交絡要因に関する情報（⽣活習慣や
服薬の情報を含む）および職業分類や勤務先の
産業分類を収集の上、有職者において症例対照
を⽐較した。 
 ⽬標症例数は 200、対照数は 600 とした。 
2. 脳卒中症例 
 脳卒中症例についても、急性冠症候群症例と
ほぼ同様の⽅法で⾏うが、三重県の脳卒中医療
を担う医療機関のうち脳外科⼿術可能な 14 病
院中 9 病院（表 1-2）に症例収集を依頼した。
また、三重県では、CCU ネットワークに対応
するような脳卒中登録事業が⾏われていない
ため、疾病関連情報を主治医報告書（資料 1-2）
により詳細に得ることとした。 
 症例対象者は、脳卒中発症後すぐの調査であ
るため、⾃記式調査票に回答（記載）すること
は困難だと考え、調査員を研究事務局より派遣
し、個別インタビュー⽅式によって調査票への
回答を得た。 
 ⽬標症例数は 200、対照数は 600 とした。 
3. 交通外傷症例 
 交通外傷症例については、急性冠症候群症例
とほぼ同様の⽅法で⾏うが、三重県の北部・中

部・南部より整形外科で交通外傷の⼿術を実施
している 8 病院（表 1-3）に症例収集を依頼し
た。また、⼥性は⾻折に関して⾻粗鬆症など交
絡因⼦の関与が⼤きいと考えられたため、対象
者を男性のみとした。交通外傷についても、詳
細な登録事業等はないため、疾病関連情報を主
治医報告書（資料 1-3）により詳細に得ること
とした。 
 ⽬標症例数は 50、対照数は 50 とした。 
 
C. 研究結果 
 倫理審査承認の順に、平成 30 年 3 ⽉より急
性冠症候群、10 ⽉より脳卒中、31 年 2 ⽉より
交通外傷のそれぞれの症例対照研究を開始し
た。31 年 3 ⽉末までに、急性冠症候群症例 103
例に対し性・年齢・職業をマッチングした対照
176 例、脳卒中研究では 65 例に対し対照 72
例が登録された（図 3-1、3-2）。交通外傷につ
いては、症例が 3 例登録されたのみであった。
対照の調査においては、調査協⼒事業所は、パ
イロットスタディと同様に、総務省統計局の許
可を得て、「平成 26 年度経済センサス基礎調査」
結果から、250 社を抽出し協⼒を要請した。 
 以下に、データのクリーニングが⼀部終了し
解析が可能であった急性冠症候群症例の分析
結果を⽰す。 
1. 急性冠症候群症例 
 データ解析が可能であった、症例 103 名対
照 159 名の基本属性および背景を⽰す（表 2）。
登録者は症例対照ともに、9 割以上が男性であ
った。平均年齢は症例の男性 60.1 歳、⼥性 63.7
歳、対照は男性 57.2 歳、⼥性 58.0 歳と、やや
対照の⽅が若かったが有意差はなく、50~60
代が多くを占めた。喫煙率は、症例対照ともに、
30％を超えており、国⺠健康栄養調査などと⽐
較して⾼い傾向にあり、症例では⼈数は少ない
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が⼥性でも 1/3 の者が喫煙者であった。最終学
歴としては、症例対照ともに、⾼卒以下が 3/4、
⼤卒以上が 1/4 であり、やや男性の⽅が⾼学歴
の傾向であった（表 3）。個⼈年収の平均値は、
症例対照ともに 470 万円程度（中央値症例 380
万、対照 420 万）、世帯年収は症例 750 万（中
央値 600 万）、対照 620 万（中央値 550 万）程
度であった（表 3）。 
 業種および職種の分布をみると、業種では症
例対照ともに製造業が多く、職種では、専⾨・
技術職、管理職、事務職、⽣産⼯程従事者がそ
れぞれ 10％を超えていた（表 4、5）。雇⽤形
態で⾒ると、正規職員が 50％程度を占めたが、
症例では⾃営業者が対照に⽐べて多く、有意な
差が⾒られた（表 6）。 
 男⼥別の過去 1 か⽉における⼀⽇平均実労
働時間を⽰す（表 7）。症例の平均労働時間は
8.2 時間、対照の平均労働時間は 8.5 時間であ
り、有意な差はなく、また分布にも明らかな差
はなかった。平均残業時間にも、症例対照間で
差はなく、⾃宅残業、休⽇出勤、夜勤などの平
均はやや症例群で⾼い傾向が⾒られた（表 8）。
過去 1 か⽉間と、その前⽉、1 年間で平均労働
時間が最⻑の⽉と最短の⽉などを⽐較したが、
いずれも、症例対照間に明らかな差は⾒られな
かった（表 9、10）。 
 有給は、年間 20 ⽇間以上あるようだが、実
際の取得⽇数は 4~5 ⽇であった（表 11）。睡
眠時間は、症例対照ともに、平均 6.4 時間であ
ったが、⼊眠までにかかる時間が、症例の⽅が
やや⻑い傾向があった。また、勤務中の休憩時
間、座業の時間、通勤時間等にも症例対照間に
差はなかった（表 12）。職場におけるトラブル
等を聞いた所、症例群で、仕事上のトラブルや
⼈間関係の問題を答える⼈が多かった（表 13）。 
 登録者の健康状態を、⾃記式調査票で⾒ると、

BMI の平均値が 24~25kg/㎡であり、BMI≧25
の割合が、やや症例群で⾼かった（表 14）。既
往歴では、現病も含め⼼筋梗塞が症例で多かっ
たのは当然として、⾼脂⾎症および糖尿病の既
往者が、症例群で⾼い割合を⽰した（表 15）。 
 
Ｄ.考察 
 本研究の主となる、急性冠症候群に対する症
例対照研究は、パイロット調査を踏まえて、実
施⼿順など詳細に検討し、様々な変更を⾏った。
倫理審査の遅れなどにより、ようやく平成 30
年 3 ⽉にスタートした。実際に各病院で準備が
整い、最初の症例が登録されるまでには 3 か⽉
を要し、6 ⽉から登録が開始された。従って、
残念ながら症例登録数は、⽬標の約半分にとど
まった。 
 脳卒中症例については、急性冠症候群と同様
の実施⽅法をとり、協⼒病院も急性冠症候群研
究と重なる部分が多かったため、⾮常に円滑に
研究はスタートし、翌⽉の 11 ⽉には最初の登
録例が⾒られた。しかしながら、3 ⽉末までの
登録期間は 5 カ⽉であり、登録症例は 65 名で
あった。 
 それぞれ対照は１：6 マッチングで参加者を
募ったが、急性冠症候群研究では参加依頼数の
30％弱、脳卒中研究では 20％弱の回答しか得
られなかった。健常者に対するパイロット研究
時には、約 60％の回答回収率だったことを考
えると、⼤変低い⽔準にとどまっている。この
原因として、パイロット時には、事業所は無作
為抽出したが、対照者の選定は完全に事業所に
任せていたのに⽐較し、今回は、事業所が性・
年齢・職種別に⽤意したプールの中からマッチ
ングした対照を無作為抽出し参加依頼をして
もらうことにしたことが挙げられる。すなわち、
事業所側も⼤変作業が多くなりどれだけのパ
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イロット時と同様の協⼒が得られたかも不明
であるし、パイロット時には、協⼒してくれや
すい対象者を事業所側でセレクトしたという
バイアスが⼤きく作⽤した可能性もある。 
 今回の急性冠症候群の基本解析では、明らか
な勤務状況と発症との関連は⾒いだせなかっ
たが、これらは、対象者が不⾜していたことや、
参加登録者のバイアス、などの影響が考えられ
る。また調査票が現在の様々な種類の働き⽅に
対応しておらず、⼤変に回答しにくい、という
意⾒も寄せられ、調査⼿法そのものの問題も検
討課題として挙げられた。 
 今後も、何らかの形で本研究を継続し、当初
⽬標であった登録者を得ることを検討してい
る。また、さらに詳細な分析を⾏い、勤務状況
と各疾患との関連を解明する必要がある。 
 
Ｅ.結論 
 本年度は、各疾患についての、本調査を開始
した。しかし、近年の、倫理指針の変更や利益
相反のチェック体制などにより、研究倫理審査
の考え⽅やシステムも⼤きく変更され、倫理審
査が著しく遅れたため、本来計画していた研究
期間を⼗分にとることが出来なかった。そのた
め、研究への登録者数が当初予定よりもかなり
少なく、いずれの疾患についても、データ解析
に⼗分な対象者数を得ることは出来なかった。
今後も、何らかの形で本研究を継続し、また、
さらに詳細な分析を⾏い、ストレス関連疾患の
発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響の
度合いについて、明らかにしたいと考えている。 
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Ito M. Rural-Urban Disparity in Emergency Care 
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Vol. 82 (2018), No. 6 pp. 1666-1674. 

 2.  学会発表 
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塞における肥満パラドックスと年齢の関係(三
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本⼼⾎管インターベンション治療学会. 2018
年 08 ⽉ 02-04 ⽇. 神⼾.  
② 伊藤 弘将、笠井 篤信、増⽥ 純、伊藤 正
明（三重 CCU ネットワーク）、他. ⼼不全を伴
う急性冠症候群における予後規定因⼦の解析. 
第 27 回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学
会. 2018 年 08 ⽉ 02-04 ⽇. 神⼾. 
③ 増⽥ 純、坂⽥ 憲治、⼭岸 正和、伊藤 正
明、他. 僻地における循環器医療連携システム
の活⽤ −地⽅県における急性⼼筋梗塞診療の
現況と課題. 第 66 回⽇本⼼臓病学会学術集会. 
2018 年 09 ⽉ 07-09 ⽇. ⼤阪. 
④ 髙﨑 亮宏、栗⽥ 泰郎、⼟肥 薫、伊藤 正
明、他. 透析患者における急性冠症候群発症後
の急性期、慢性期の予後の検討 −三重 ACS
レジストリーより−. 第 40 回⽇本⼼⾎管イン
タ ー ベン ショ ン 治療 学会 東 海北 陸地 ⽅会. 
2018 年 10 ⽉ 12-13 ⽇. 静岡. 
⑤ ⽯倉 健、⾼崎 亮宏、⽊⽥ 朱美、今井 寛、
伊藤 正明、他. 病院前⼗⼆誘導⼼電図伝送シ
ステムの変更前後で⽐較検. ⽇本循環器学会
第 152 回東海・第 137 回北陸合同地⽅会. 2018
年. 愛知. 
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表 1 協⼒依頼施設⼀覧 

 1―1 急性冠症候群症例収集協⼒施設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 1―2 脳卒中症例収集協⼒施設            1―3 交通外傷症例収集協⼒施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

番号 施設名 
1 桑名東医療センター 
2 三重県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅中央総合病院 
4 鈴⿅回⽣病院 
5 ⽻津医療センター 
6 三重⼤学医学部附属病院 
7 永井病院 
8 三重中央医療センター 
9 名張市⽴病院 

10 岡波総合病院 
11 松阪中央総合病院 
12 済⽣会松阪総合病院 
13 伊勢⾚⼗字病院 
14 三重ハートセンター 
15 尾鷲総合病院 

番号 施設名 
1 桑名市総合医療センター 
2 県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅中央総合病院 
4 鈴⿅回⽣病院 
5 三重⼤学医学部附属病院 
6 三重中央医療センター 
7 松阪中央総合病院 
8 済⽣会松阪総合病院 
9 伊勢⾚⼗字病院 

番号 施設名 
1 桑名市総合医療センター 
2 三重県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅回⽣病院 
4 鈴⿅中央総合病院 
5 永井病院 
6 済⽣会松阪総合病院 
7 伊勢⾚⼗字病院 
8 市⽴伊勢総合病院 
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表 2 症例および対照の年齢 

 
 
表 3 症例および対照の喫煙・学歴・年収 

 
 
 
 
 
  

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
25～39 1 1.0 0 0.0 1 1.0 1 0.7 2 14.3 3 1.9
40～49 15 15.5 1 16.7 16 15.5 26 17.9 0 0.0 26 16.4
50～59 34 35.1 1 16.7 35 34.0 59 40.7 4 28.6 63 39.6
60～69 25 25.8 2 33.3 27 26.2 48 33.1 7 50.0 55 34.6
70～75 22 22.7 2 33.3 24 23.3 11 7.6 1 7.1 12 7.5

合計 97 100 6 100 103 100 145 100 14 100 159 100

平均
標準偏差

57.2

8.7

58.0

11.7

症 例 対 照
性別

合計
男性 ⼥性

性別
男性
60.1

⼥性
合計

年
齢
階
級

57.3

8.9

（歳）
9.2

63.7

10.1

60.3

9.2

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％

28 32.9 2 33.3 30 33.0 51 35.4 1 8.3 52 33.3

46 54.1 1 16.7 47 51.6 66 45.8 2 16.7 68 43.6

11 12.9 3 50.0 14 15.4 27 18.8 9 75.0 36 23.1

21 21.9 0 0.0 21 21.0 22 15.3 0 0.0 22 13.9

43 44.8 3 75.0 46 46.0 70 48.6 7 50.0 77 48.7

3 3.1 1 25.0 4 4.0 6 4.2 2 14.3 8 5.1

5 5.2 0 0.0 5 5.0 6 4.2 4 28.6 10 6.3

0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.7 0 0.0 1 0.6

24 25.0 0 0.0 24 24.0 39 27.1 1 7.1 40 25.3

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
300万未満 24 33.3 4 100.0 28 36.8 28 20.7 8 61.5 36 24.3

300万〜500万 20 27.8 0 0.0 20 26.3 47 34.8 3 23.1 50 33.8

500万〜700万 10 13.9 0 0.0 10 13.2 33 24.4 2 15.4 35 23.6

700万〜1000万 12 16.7 0 0.0 12 15.8 17 12.6 0 0.0 17 11.5

1000万以上 6 8.3 0 0.0 6 7.9 10 7.4 0 0.0 10 6.8

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
300万未満 7 13.2 1 50.0 8 14.5 21 17.8 2 25.0 23 18.3

300万〜500万 11 20.8 0 0.0 11 20.0 22 18.6 1 12.5 23 18.3

500万〜700万 11 20.8 1 50.0 12 21.8 33 28.0 1 12.5 34 27.0

700万〜1000万 12 22.6 0 0.0 12 21.8 18 15.3 4 50.0 22 17.5

1000万以上 12 22.6 0 0.0 12 21.8 24 20.3 0 0.0 24 19.0

225±183 478±286

410±269 750±543 629±390 492±291 622±386

490±383 173±74 473±379

763±548

500±283

症 例 対 照
性別

合計
性別

合計
男性 ⼥性 男性 ⼥性

現在、喫煙している

喫煙

喫煙したことはない

学歴

専⾨学校（２年制、専⾨⼠）

⼤学・⼤学院

以前、喫煙していたが、
現在は喫煙していない

⼩学校・中学校
⾼等学校
短⼤・⾼専

専⾨学校（４年制、⾼度専⾨⼠）

年収（本⼈）

分布

年収（世帯）
平均±標準偏差（万円）

分布

平均±標準偏差（万円）
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表 4 症例および対照の業種 

 
 
  

参加者総数
⼈数 ％ ⼈数 ％

農業・林業 1 1.1 13 8.6

漁業 0 0.0 1 0.7

鉱業、採⽯業、砂利採取業 1 1.1 0 0.0

建設業 18 19.8 10 6.6

製造業 20 22.0 40 26.5

電気・ガス・熱供給・⽔道業 2 2.2 3 2.0

情報通信業 0 0.0 1 0.7

運輸業、郵便業 5 5.5 18 11.9

卸売業、⼩売業 10 11.0 16 10.6

⾦融業、保険業 1 1.1 0 0.0

不動産業、物品賃貸業 1 1.1 1 0.7

学術研究、専⾨・技術ｻｰﾋﾞｽ業 2 2.2 2 1.3

宿泊業、飲⾷サービス業 6 6.6 3 2.0

⽣活関連サービス業、娯楽業 3 3.3 2 1.3

教育、学習⽀援業 2 2.2 0 0.0

医療、福祉 6 6.6 10 6.6

複合ｻｰﾋﾞｽ事業 0 0.0 1 0.7

サービス業 7 7.7 20 13.2

公務 4 4.4 1 0.7

分類不能の産業 2 2.2 9 6.0

合計 91 100.0 151 100.0

症 例 対 照
91 151
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表 5 症例および対照の職種 

 
 
 
表 6 症例および対照の雇⽤形態 

 
 
  

参加者総数
⼈数 ％ ⼈数 ％

管理的職業従事者 10 11.6 25 16.7

専⾨的・技術的職業従事者 17 19.8 22 14.7

事務従事者 4 4.7 17 11.3

販売従事者 7 8.1 7 4.7

サービス職業従事者 11 12.8 15 10.0

保安職業従事者 1 1.2 9 6.0

農林漁業従事者 1 1.2 12 8.0

⽣産⼯程従事者 13 15.1 19 12.7

輸送・機械運転従事者 8 9.3 7 4.7

建設・採掘従事者 9 10.5 9 6.0

運搬・清掃・包装等従事者 1 1.2 1 0.7

分類不能の従事者 4 4.7 7 4.7

合計 86 100.0 150 100.0

症 例 対 照
86 150

参加者総数
⼈数 ％ ⼈数 ％

正規職員として雇われている 45 46.9 89 58.9

契約社員として雇われている 7 7.3 14 9.3

派遣社員として雇われている 3 3.1 1 0.7

会社などの役員 6 6.3 11 7.3

⾃営業主 20 20.8 11 7.3

パートタイマー・アルバイト 11 11.5 25 16.6

家庭従事者・家庭内の仕事 3 3.1 0 0.0

収⼊を得る仕事をしていない 1 1.0 0 0.0

合計 96 100.0 151 100.0

症 例 対 照
96 151
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表 7 症例および対照の 1 ⽇当たり実労働時間（過去 1 か⽉間の平均） 

 
表 8 症例および対照の時間外労働などの⽐較（過去 1 か⽉間） 

 
表 9 症例および対照の 1 ⽇当たり実労働時間（過去 1 か⽉間、その前の⽉、最⻑時間⽉、最短時間⽉） 

 

⼈数 ％ ⼈数 ％
～7.0 22 23.7 23 15.2

7.1～9.0 46 49.5 86 57.0
9.1～11.0 18 19.4 28 18.5

11.1～ 7 7.5 14 9.3

合計 93 100.0 151 100.0

（時間）

労働時間
(4分割)

標準偏差 2.6 2.1

平均 8.2 8.5

症 例 対 照

平均±標準偏差 症例 対照

残業（時間） 11.6±21.3 11.4±21.1

⾃宅残業（時間） 1.6±8.1 1.0±3.2

休⽇出勤（時間） 5.5±10.4 3.7±8.5

早朝勤務（⽇数） 4.1±7.9 4.1±7.8

夜勤（⽇数） 2.0±6.0 0.9±3.4

深夜勤務（⽇数） 1.8±6.0 1.3±4.1

過去1か⽉間―その前⽉との差 2.1±2.8 1.6±1.7

最⻑時間⽉ 9.1±3.0 9.3±2.5

最短時間⽉ 7.3±2.9 7.7±2.3

平均±標準偏差

8.5±2.1

その前の⽉ 8.1±2.8 8.5±2.1

（時間）

過去1か⽉間 8.2±2.6

症例 対照

最⻑時間⽉―最短時間⽉との差 0.9±1.4 0.9±1.5

最⻑時間⽉―過去1か⽉間との差 0.2±1.5 0.0±0.5

過去1か⽉間―最短時間⽉との差 1.4±2.2 0.8±1.3
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表 10 症例および対照の 1 ⽇当たり実労働時間差の分布 

 
 
  

⼈数 ％ ⼈数 ％

〜0未満 9 9.9 16 10.6

0 70 76.9 119 78.8

1以上〜60未満 5 5.5 9 6.0

60以上 7 7.7 7 4.6

合計 91 100.0 151 100.0

30分未満 38 47.5 55 40.1

30以上〜60未満 11 13.8 22 16.1

60以上〜120未満 14 17.5 40 29.2

120以上〜180未満 9 14 10.2

180以上 8 10.0 6 4.4

合計 80 100.0 137 100.0

30分未満 32 42.1 65 46.4

30以上〜60未満 6 7.9 23 16.4

60以上〜120未満 16 21.1 31 22.1

120以上〜180未満 12 15.8 9 6.4

180以上 10 13.2 12 8.6

合計 76 100.0 140 100.0

30分未満 24 31.2 34 24.5

30以上〜60未満 5 6.5 14 10.1

60以上〜120未満 14 18.2 44 31.7

120以上〜180未満 15 19.5 23 16.5

180以上 19 24.7 24 17.3

合計 77 100.0 139 100.0

症 例 対 照

労働時間
の差
（分）

労働時間
の差
（分）

過去1か⽉間―その前⽉との差

最⻑時間⽉―過去1か⽉間

過去1か⽉間―最短時間⽉

最⻑時間⽉―最短時間⽉

労働時間
の差
（分）

労働時間
の差
（分）
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表 11 症例および対照の休暇等の⽐較 

 
 
表 12 症例および対照の睡眠・休憩・座業・通勤時間の⽐較 

 
 
表 13 職場における出来事（過去 1 か⽉） 

 
  

平均±標準偏差
症例 対照

（⽇数）
取得年次有給休暇

(今年度初め〜診断⽇・回答⽇まで) 3.9±6.2 4.9±6.3

年次有給休暇新規分(今年度初め) 13.0±11.6 14.1±11.1

年次有給休暇昨年度繰越分(今年度初め) 10.8±12.2 11.1±11.5

過去１年の最⻑連続休暇 5.6±3.4 5.2±4.2

過去１年の最⻑連続出勤 11.5±15.0 16.4±53.0

平均±標準偏差
症例 対照

睡眠時間１⽇あたり
過去1か⽉の平均（時間） 6.4±1.1 6.4±1.2

⼊眠までに要する時間
過去1か⽉の平均(分) 23.1±20.1 18.4±17.1

昼⾷休憩時間(分) 51.3±28.4 53.6±20.4

夜勤仮眠時間(分) 91.9±147.6 55.6±76.4

座業(事務)時間(分) 163.9±191.4 188.8±206.6

通勤時間 退勤時(分) 36.8±41.7 30.1±24.9

座業(事務)時間割合（％） 2.5±1.3 2.4±1.3

通勤時間 出勤時(分) 33.9±39.3 29.5±23.7

参加者総数

⼈数 ％ ⼈数 ％
出来事ありの⼈数
 配置転換 2 1.9 4 2.5

 上司変更 4 3.9 5 3.1

 職種変更 4 3.9 4 2.5

 仕事のトラブル 13 12.6 14 8.8

 過⼤な仕事 9 8.7 7 4.4

 ⼈間関係の問題 16 15.5 16 10.1

 その他 42 40.8 91 57.2

症 例 対 照
103 159
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表 14 症例および対照の⾝⻑・体重・BMI 

 
 
表 15 症例および対照の既往歴 

 
 
  

⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％ ⼈数 ％
18.5未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 2.8 1 7.7 5 3.2

18.5以上25未満 55 57.3 3 50.0 58 56.9 92 65.2 10 76.9 102 66.2

25以上30未満 32 33.3 2 33.3 34 33.3 37 26.2 2 15.4 39 25.3

30以上 9 9.4 1 16.7 10 9.8 8 5.7 0 0.0 8 5.2

96 100.0 6 100.0 102 100.0 141 100.0 13 100.0 154 100.0

BMIの分布

BMI（kg/m2）

⾝⻑（cm）

25.3±3.9 25.0±5.1

体重（kg） 72.5±13.4 60.7±12.5

168.4±6.5 169.5±5.6 156.1±5.5

22.9±3.2 24.0±3.525.3±3.9 24.1±3.5

168.4±6.7

71.8±13.6 69.4±11.3 56.0±9.2

分布

合計

症 例 対 照
性別

合計
性別

合計
男性 ⼥性 男性 ⼥性

68.2±11.7

平均±標準偏差

169.1±5.9 155.9±3.6

参加者総数

⼈数 ％ ⼈数 ％
既往歴ありの⼈数
 ⼼筋梗塞 24 23.3 5 3.1

 狭⼼症 8 7.8 2 1.3

 脳卒中 6 5.8 4 2.5

 ⾼総コレステロール 32 31.1 20 12.6

 ⾼LDLコレステロール 26 25.2 19 11.9

 糖尿病・耐糖能異常 27 26.2 18 11.3

 ⾼⾎圧 51 49.5 66 41.5

 睡眠時無呼吸症候群 8 7.8 9 5.7

 気管⽀喘息 4 3.9 12 7.5

 交通事故 50 48.5 73 45.9

103 159

症 例 対 照
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  図 1 対照選定の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 2 対照者調査の流れ 
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  図 3-1 急性冠症候群 症例登録件数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図 3-2 脳卒中 症例登録件数 
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【資料 1-1】 症例報告書 急性冠症候群 
 

 

 

 

症例報告書 
    確認年月日   年  月  日 

記入者医師名  病院名  

患者情報 

患者 

ＩＤ 
1001-001 

CCU ﾈｯﾄﾜｰｸ 
登録番号記載欄 

 
年齢 歳 性別 男 ・ 女 

 

診断名（該当項目に〇を付けてください） 

    急性心筋梗塞      ・      不安定狭心症    

 

急性心筋梗塞所見（該当項目に〇を付けてください） 

 チェック 所見 

必須 
(いずれか) 

 ・CK－MB の正常上限の 2倍以上の上昇 

 Or CPK の正常上限の 2倍以上の上昇 

 Or 他心筋逸脱酵素（      ）の上昇 

選択 

いずれか 

 ・心筋虚血の症状 

 ・心電図における異常 Q 波の出現 

 ・心電図における ST 部分の上昇もしくは下降 

 ・新規の ST-T 変化や新規の左脚ブロックの出現    

 ・画像上での生存心筋の逸脱の確認もしくは新規の壁運動異常の出現 

 ・血管造影もしくは剖検による冠動脈内の血栓像の確認   

（WHO Monica Criteria あるいは Universal Definition） 

不安定狭心症所見（該当項目に〇を付けてください） 

 チェック 所見 

重症度 
(いずれか) 

 

 ・ClassⅠ：新規の重症または増悪型狭心症 
 ・最近 2か月以内に発症した狭心症 

 ・一日に 3 回以上発作が頻発するか、軽労作にても発作が起きる増悪型労作狭心症、安静狭心症は

認めない 

 ・ClassⅡ：亜急性安静狭心症 
 ・最近最近 1カ月以内に 1 回以上の安静狭心症があるが、48 時間以内に発作を認めない． 

 ・ClassⅢ：急性安静狭心症 
 ・48  時間以内に 1回以上の安静時発作を認める． 

臨床症状
(いずれか) 

 ・Class A: 二次性不安定狭心症（貧血，発熱，低血圧，頻脈などの心外因子により出現）

 ・Class B: 一次性不安定狭心症（Class A に示すような心外因子のないもの） 

 ・Class C: 梗塞後不安定狭心症（心筋梗塞発症後 2週間以内の不安定狭心症） 

治療状況 
(いずれか) 

 1）未治療もしくは最小限の狭心症治療中 

 2）一般的な安定狭心症の治療中（通常量のβ遮断薬，長時間持続硝酸薬等）

 3）ニトログリセリン静注を含む最大限の抗狭心症薬による治療中 

（Braunwald の分類） 

 
 

患者ＩＤ 1001-001 患者名  

1001-001 

キ リ ト リ 
キ リ ト リ 
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【資料 1-2】 症例報告書 脳卒中 
 
 

症例報告書 

確認年月日  年  月  日 

記入者医師名  病院名  

患者情報 

患者 ID B21001-001 年齢       歳 性別   男 ・ 女 

発症日時       年   月   日 AM・PM   時ごろ 

診断名（該当項目に〇を付け、必要な場合は具体的に記述してください） 

Ⅰ 脳梗塞（画像異常を伴わない一過性脳虚血発作は含めない。外傷性を除く） 

1. アテローム血栓性脳梗塞 

1) 主幹脳動脈のアテローム硬化性狭窄・閉塞を伴う 

2) 頸動脈病変からの artery to artery embolism 

2. ラクナ梗塞 

3. Branch atheromatous disease (BAD) 

4. 心原性脳塞栓 

5. その他：具体的に記述（                    ） 

6. 原因不明 

Ⅱ 脳出血（外傷性を除く） 

1. 高血圧性脳出血 

2. 器質的病変による脳出血 

1) 血管奇形 

2) 腫瘍 

3) アミロイド血管症 

4) その他：具体的に記述（                    ） 

3. 出血性素因による脳出血 

1) 薬剤性 

2) その他：具体的に記述（                    ） 

4. その他：具体的に記述（                    ） 

5. 原因不明 

Ⅲ くも膜下出血（外傷性を除く） 

1. 脳動脈瘤性 

2. その他：具体的に記述（                    ） 

患者ＩＤ B21001-001 患者名  

病型 1. 脳梗塞 2. 脳出血 3. くも膜下出血 

1.右側  2.左側  3.両側 

4.CT では病巣不明 

1.右側  2.左側  3.両側 1.動脈瘤  2.AVM 

3.その他 

1.広範  2.限局  3.多発 1.大   2.中   3.小 破裂動脈瘤は？ 

 

1.IC 

2.MCA 

3.PCA 

4.ACA 

5.Acom 

6.BA 

7.VA 

1.ACA 

2.MCA 

3.PCA 

4.IC 

5. a.被殻  b.視床 

6. a.放線冠 b.分水嶺 

7.その他（      ） 

8.小脳 

9.橋 

1.被殻 

2.視床 

3.混合 

4.皮質下 

5.小脳 

6.橋 

7.尾状核頭部 

8.その他（       ） 

9.脳室 

キ リ ト リ 

B21001-001 
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画像所見（梗塞・出血等の部位・大きさなどについて記載してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WHO Monica Criteria（症候中心に所見について該当項目に〇を付けてください） 
Ⅰ Definite focal signs  巣症状 
1. unilateral or bilateral motor impairment (including dyscoordination)  運動障害（協調運動障害） 
2. unilateral or bilateral sensory impairment 感覚障害  
3. aphasis/dysphasis (non-fluent speech)  失語症/構音障害（非流暢） 
4. hemianopia (half-sided impairment of visual fields)  半盲 
5. diplopia  複視 
6. forced gaze (conjugate deviation)  強制凝視/共同偏視 
7. dysphagia of acute onset  嚥下障害 
8. apraxia of acute onset  失行 
9. ataxia of acute onset  運動失調 
10. perception deficit of acute onset.  失認 

Ⅱ Not acceptable as sole evidence of focal dysfunction  
1. dizziness, vertigo  浮動性めまい・回転性めまい 
2. localized headache  局所頭痛 
3. blurred vision of both eyes  両眼のかすみ 
4. dysarthria (slurred speech)  構語障害（不明瞭） 
5. impaired cognitive function (including confusion)  認知障害（錯乱） 
6. impaired consciousness  意識障害 
7. seizures  発作 
 

その他の現病歴（該当項目に〇を付け、必要な場合は具体的に記述してください） 
高 血 圧：１．あり ａ.治療中（服薬名              ）ｂ.放置） ２．なし ３．不明 
糖 尿 病：１．あり ａ.治療中（服薬名              ）ｂ.放置） ２．なし ３．不明 
心 疾 患：１．あり（病名：       （服薬名              ）２．なし ３．不明 
脂質異常症：１．あり（病型：       （服薬名              ）２．なし ３．不明 
その他の疾患（                                          ）

病型 1. 脳梗塞 2. 脳出血 3. くも膜下出血 

手術 1. 手術なし 1. 手術なし 1. 手術なし 

2. 手術あり 

 [急性期] 

  a.tPA 

  b.血栓除去（血管内治療） 

  c.減圧術 

 [慢性期] 

  a.バイパス術 

  b.頚動脈内膜剥離術 

  c.血管内手術 

  （頚動脈ステント留置術 

   ・頭蓋内ステント留置術） 

2. 手術あり 

a. 血腫除去 

 （顕微鏡・内視鏡・ 

  ・定位脳手術） 

b.減圧術 

c.髄液ドレナージ 

d.水頭症シャント 

2. 手術あり 

a.開頭手術 

b.血管内手術 

c.髄液ドレナージ 

d.水頭症シャント 
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【資料 1-3】 症例報告書 交通外傷 
 
 

症例報告書 

確認年月日  年  月  日 

記入者医師名  病院名  

患者情報 

患者 ID C31001-001 生年月日   年  月  日   

 身長     ㎝ 体重       ㎏ 腹囲      ㎝ 

 

診断名 

 

※該当項目に〇を付け、必要な場合は具体的に記述してください。 

  

Ⅰ.開放創    1. 無  2. 有 （ 鈍的外傷 ・ 鋭的外傷 ） 

Ⅱ.骨折     1. 無  2. 有 

Ⅲ.損傷の深達度 1. 皮膚 2. 皮下組織 3. 筋膜 4. 腱 5. 神経 6. 筋肉 7. 骨 

 

Ⅳ.受傷部位   1.上肢   （a. 肩甲帯（鎖骨含む） b.肩関節 c.上腕 d.肘関節 e.前腕  

                                      f.手関節 g.手 h.手指 ） 

         2.下肢   （a.股関節 b.大腿 c.膝関節 d.下腿 e.足関節 f.足 g.足趾 ） 

         3.頭部・体幹（a.頭部 b.胸部 c.腹部 d.骨盤 e.頸椎 f.胸椎 g.腰椎 ） 

 

Ⅴ.単純 X線所見 1.骨折   （a. 無  b. 有  ① 関節内 ・ 関節外 

                          ② 粉砕‹第３骨片›（ 有 ・ 無 ） ） 

         2.ＡＯ分類 （              ） 

 

Ⅵ.既往歴    1.骨折既往 （a. 無  b. 有 ） 

         2.抗凝固治療（a. 無  b. 有 ） 

 

Ⅶ.薬剤の服用歴 1.鎮痛剤  （a. 無  b. 有 [ NSAIDs・ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ(ｶﾛﾅｰﾙなど)・ 

                         抗痙攣薬（ﾌﾟﾚｶﾞﾊﾞﾘﾝ・ｶﾞﾊﾞﾍﾟﾝﾁﾝなど）] 

         2.抗うつ剤 （a. 無  b. 有 [ 三環系抗うつ薬・SSRI・SNRI]） 

         3.睡眠剤  （a. 無  b. 有 [             ]） 

 

Ⅷ. 治療     1.経過観察（鎮痛剤・湿布処方など含む） 

         2.非観血的治療（ｼｰﾈ・ｷﾞﾌﾟｽ・装具・骨折/脱臼徒手整復） 

         3.観血的治療（経皮ﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ・それ以外＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ） 

 

Ⅸ.下記の診察所見について記入してください。 

1.変形性関節症の圧痛 （a. 無  b. 有 ①膝関節：内側 ・ 外側 ・ 膝蓋大腿関節 

                     ②手指 ： DIP( 示指 ・ 中指 ・ 環指 ・ 小指 ) 

                           PIP（ 母指 ・ 示指 ・ 中指 ・ 環指 ・ 小指 ） ） 

2.握力  1 回目（a. 右①：    ㎏  b. 左①：    ㎏） 

     2 回目（a. 右②：    ㎏  b. 左②：    ㎏） 

患者ＩＤ C31001-001  患者名  
キ リ ト リ 

C31001-001 
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労災疾病臨床研究事業費補助⾦ 
分担研究報告書 

 
「ストレス関連疾患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響に関する研究 

―健康に最適な労働時間は存在するのか？―」：急性冠症候群について 
 

 分担研究者：伊藤 正明 三重⼤学⼤学院循環器・腎臓内科学 教授 
 研究協⼒者：⾼﨑 亮宏 三重⼤学医学部附属病院 CCU ネットワーク⽀援センター 

 
研究要旨 
 本研究では、「健康に最適な労働時間は存在するのか？」という視点から、⼼筋梗塞
を中⼼とした急性冠症候群の発症と、労働時間等との関連を明らかにすることを⽬的と
した。 
 研究⽅法として、三重県のほぼ全ての⼆次救急病院に⼊院する急性冠症候群患者と、
地域および職域ベースでの⼈⼝に基づく健常者とを対象に、性・年齢・職業をマッチン
グした症例対照研究を⾏った。⾃記式質問票により、作業関連要因（労働時間、勤務時
間帯、作業内容とその密度等）と確⽴された交絡要因に関する情報（⽣活習慣や服薬の
情報を含む）および職業分類や勤務先の産業分類（総務省中分類レベル）を収集し、症
例対照を⽐較した。 
 実際の症例登録は、2018 年 6 ⽉に第⼀例⽬が観察された後、2019 年 3 ⽉末⽇までに、
三重 ACS レジストリーには、本研究の参加条件に⼀致した 364 例の登録があり、本研
究の症例報告書のデータ⼊⼒・クリーニングが完了したのは 80 例である。本研究に登
録され、かつ三重 ACS レジストリーに既に症例登録されているのは、67 例であった。
本研究での参加条件（三重県在住 25〜75 歳男⼥）を満たす症例のうち、本研究に登録
された群 67 例と登録のない（ACS レジストリーのみに登録）群 297 例では、背景に若
⼲の違いが認められ、本研究登録者で平均年齢が若く、男性の⽐率が⾼かった。また、
本研究登録者では、院内死亡が⾒られなかった。 
 年齢、性別で両群に有意差を認めたのは、本研究登録における、有職者という条件が
影響していると考えられた。症例数が増えた際には、患者背景の⼀致を検討する必要が
ある。また、院内死亡につながる重症群は、本研究での登録解析が難しいことも明らか
となった。 

 
 
A.研究⽬的 
 近年わが国では、雇⽤形態の多様化やワ
ークシェアリング制度の導⼊などにより、
産業構造の変化がみられ、また労働時間の

短縮化が図られている。しかしながら、先
⾏研究の結果および労働者の健康管理の観
点から改めて「健康に最適な労働時間は存
在するのか？」という視点を持ち、⾏政お
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よび産業界に対し有⽤な科学的エビデンス
を提⽰する必要性がある。本研究の⽬的は、
ストレス関連疾患（⼼筋梗塞、脳卒中、喘
息発作、外傷等）を罹患した労働者につい
て、労働時間等、勤務状況の調査を⾏い、
それら疾患の発症に寄与する勤務状況の因
⼦とその影響の度合いに関する研究を⾏う
ことである。本研究では、そのうち⼼筋梗
塞を中⼼とした、急性冠症候群の発症と労
働時間等との関連を明らかにすることを⽬
的とする。 
 
B.研究⽅法 
 本研究では、三重県のほぼ全ての⼆次救
急病院に⼊院する急性冠症候群患者と、地
域および職域ベースでの⼈⼝に基づく健常
者 と を 対 象 に 、 症 例 対 照 研 究
（population-based case-control study）を
⾏い、主に次の 2 点を評価する。 
1）労働時間等、勤務状況の分析による各疾
患の発⽣について相対リスクを推定の後、
寄与リスク割合を求める。 
2）寄与リスク割合に応じた予防効果、経済
効果を計量経済モデルにより評価する。 
 急性冠症候群症例については、2016 年度
パイロット調査に続き、分担研究者が主催
する三重県 CCU ネットワークによって、
三重県のほぼ全ての⼆次救急病院（15 病院）
（表１）と連携を図り、急性冠症候群を発
症した有職者を選定した。症例に対しては、
研究への参加を依頼し、研究参加の同意を
得た時点で、研究協⼒病院における主治医
報告書（資料 1）および CCU ネットワーク
収載内容より、詳細な疾病関連情報を得る
こととした。対照者は、性別もしくは性別・
年齢・職種をマッチングさせ、それぞれ 1：

3 で、「平成 29 年度経済センサス基礎調査」
結果から無作為抽出された 250 社の協⼒企
業従業員から抽出することとした。協⼒企
業に、従業員への研究の広報および対照者
のリクルートを依頼した。参加の同意を得
た対象者（症例・対照）本⼈とその家族に
対し、⾃記式質問票による調査実施を⾏い、
作業関連要因（労働時間、勤務時間帯、作
業内容とその密度等）と確⽴された交絡要
因に関する情報（⽣活習慣や服薬の情報を
含む）および職業分類や勤務先の産業分類
（総務省中分類レベル）を収集の上、有職
者において症例対照を⽐較した。 

⾃記式質問票における質問項⽬は主に次
の 8 項⽬からなる。 
Ⅰ. 職業（国勢調査⼤分類からなる） 
Ⅱ. 労働時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均労働
時間 
・発症前々⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均労
働時間 
・過去 1 年の労働時間で最短の⽉での、1
か⽉間の 1 ⽇あたり平均労働時間 
・過去 1 年の労働時間で最⻑の⽉での、1
か⽉間の 1 ⽇あたり平均労働時間 
Ⅲ. 休憩時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均休憩
時間 
Ⅳ. 座業時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均座業
時間 
Ⅴ. 睡眠時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均睡眠
時間 
Ⅵ. 通勤時間数 
・発症前⽉ 1 か⽉間の 1 ⽇あたり平均通勤
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時間 
Ⅶ. 疲労度（バーンアウトスコア） 
Ⅷ. ほか交絡因⼦ 
・⾼⾎圧、降圧剤の使⽤状況、喫煙歴、⾼
コレステロール⾎症／薬物療法、糖尿病既
往 
・狭⼼症既往および発症年⽉ 
・狭⼼症兆候の有無（ロンドン⼤学質問票） 
・⾝⻑、体重 
 症例の組⼊れ基準は次の通りである。 
・新規急性冠症候群は三重県 CCU ネット
ワークの ACS レジストリーの登録対象患
者（急性⼼筋梗塞、不安定狭⼼症の患者お
よび登録後に亡くなった者も含む） 
・三重県内在住の男⼥ 25〜75 歳 
・有業者 
 また、除外基準は次の通りとした。 
・無業者（⾮労働⼒⼈⼝のうち家事も通学
もしていない者） 
・疾病その他により⾃⾝およびその家族に
よる⾃記式質問票への回答に困難な者 
・経⽪的冠動脈形成術や冠動脈⼤動脈バイ
パス移植術などの周術期に合併症として医
原性に急性⼼筋梗塞を発症した患者 
 パイロットスタディを踏まえて、研究デ
ザイン、調査票などを改訂し、倫理委員会
の変更承認を受け、2018 年３⽉より、本調
査を開始した。最終的に、症例 200 例、対
照 600 例の登録を⽬標とした。 
 
C.結果 
 実際の症例登録は、2018 年 6 ⽉に第⼀例
⽬が観察され、2019 年 3 ⽉末⽇までに、三
重 ACS レジストリーに本研究の参加条件
（三重県内在住の男⼥ 25〜75 歳）に⼀致し
た 364 例の登録があり、症例報告書のデー

タ⼊⼒・クリーニングが完了したのは、80
例である。 
  本研究に登録され、三重 ACS レジストリ
ーに既に症例登録されている 67 例を解析
対象とした（13 例は 2019 年 5 ⽉時点で三
重 ACS レジストリーに登録未）。 
 本研究に登録された 67 例と登録のない
297 例での患者背景を⽰す。 
 登録された患者は、年齢 60.2±9.9 歳（vs 

63.5±9.2 歳, p=0.01）と若く、男性が 97.0%

（vs 78.8%, p<0.001）と多く含まれていた。
BMI に差は認めなかった（24.9 vs 24.4, 

p=0.348）。 

 ACS の分類に関しては、ST 上昇型⼼筋
梗塞、⾮ ST 上昇型⼼筋梗塞、不安定狭⼼
症が、それぞれ 68.8%(vs 64.4%, p=0.557)、
22.4%(vs 17.5%, p=0.383)、7.6%(vs 13.3%, 
p=0.288)であり、両群に差は認めなかった。 
 責 任 病 変 に 関 し て 、 右 冠 動 脈 で は
37.3%(vs 24.2%, p=0.033)と登録群で多か
ったが、左主幹部 1.5%(vs 2.7%, p=1)、左
前下⾏枝 38.8%(vs 34.3%, p=0.483)、左回
旋枝 10.4%(vs 9.1%, p=0.816)では差は認
めなかった。 
 採 ⾎ 所 ⾒ で は ⼊ 院 時 ヘ モ グ ロ ビ ン 値
15.2g/dl（vs 14.3g/dl, p=0.001）と登録の
ない群で貧⾎を認めた。BNP 値は登録群で
低 い 傾 向 に あ っ た (86.7pg/ml vs 
203.1pg/ml, p=0.064)が、Killip 分類でそれ
ぞれでの統計学的有意差は認めなかった。
peak CPK も同等であった(2081.3 U/L vs 
2685.2U/L, p=0.214)。 
 ⼼エコー検査での、⼼収縮能も同等であ
った(59.0% vs 57.7%, p=0.453)。 
 しかし、院内死亡率に関しては、登録の
ない群で有意に⾼い結果であった（0% vs 
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7.0%, p=0.028）。 
 
Ｄ.考察 
 本研究での条件を満たす登録された患者
群と登録のない患者群では、背景に若⼲の
違いが認められた。有職者の条件から年齢
が若い⽅、男性の⽐率が多かった。 
 今後の検討においては、患者背景を⼀致
させる必要性があることは考慮される。 
 また、予想された結果ではあるが、登録
された群では院内死亡率が 0%であったの
に対して、登録のない群では有意に死亡率
が⾼かった。これに関しては、院内死亡と
なる患者での本研究での登録が難しいこと
が考えられる。 
 
Ｅ.結論 
 年齢、性別で両群に統計学的な有意差を
認めており、症例数が増えた際には、患者
背景の⼀致を検討する必要がある。また院
内死亡につながる重症群が本研究には含ま
れないことも考慮し、研究結果を考える必
要がある。 
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⽉ 02-04 ⽇. 神⼾. 

⑥ 増⽥ 純、坂⽥ 憲治、⼭岸 正和、伊藤 
正明、他. 僻地における循環器医療連
携システムの活⽤ −地⽅県における
急性⼼筋梗塞診療の現況と課題. 第 66
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回⽇本⼼臓病学会学術集会. 2018 年 09
⽉ 07-09 ⽇. ⼤阪. 

⑦ 髙﨑 亮宏、栗⽥ 泰郎、⼟肥 薫、伊藤 
正明、他. 透析患者における急性冠症
候群発症後の急性期、慢性期の予後の
検討 −三重 ACS レジストリーより−. 
第 40 回⽇本⼼⾎管インターベンショ
ン治療学会東海北陸地⽅会. 2018 年 10
⽉ 12-13 ⽇. 静岡. 

⑧ ⽯倉 健、⾼崎 亮宏、⽊⽥ 朱美、今井 
寛、伊藤 正明、他. 病院前⼗⼆誘導⼼
電図伝送システムの変更前後で⽐較検. 
⽇本循環器学会第 152 回東海・第 137
回北陸合同地⽅会. 2018 年. 愛知. 

 
Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 
  なし 

 
 
 
表１ 三重県 CCU ネットワーク（三重 ACS レジストリー）協⼒依頼施設 
 

番号 施設名 
1 桑名東医療センター 
2 県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅中央総合病院 
4 鈴⿅回⽣病院 
5 ⽻津医療センター 
6 三重⼤学医学部附属病院 
7 永井病院 
8 三重中央医療センター 
9 名張市⽴病院 

10 岡波総合病院 
11 松阪中央総合病院 
12 済⽣会松阪総合病院 
13 伊勢⾚⼗字病院 
14 三重ハートセンター 
15 尾鷲総合病院 
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【資料 1】 急性冠症候群の症例報告書 
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労災疾病臨床研究事業費補助⾦ 
分担研究報告書 

 
「ストレス関連疾患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響に関する研究 

―健康に最適な労働時間は存在するのか？―」：脳卒中について 
     

分担研究者：鈴⽊秀謙 三重⼤学⼤学院脳神経外科学 教授 
 

 
 
 
 
 
 

研究要旨 
 近年わが国では、雇⽤形態の多様化やワークシェアリング制度の導⼊などにより、産
業構造の変化がみられ、また労働時間の短縮化が図られている。しかしながら、先⾏研
究の結果および労働者の健康管理の観点から改めて「健康に最適な労働時間は存在する
のか？」という視点を持ち、⾏政および産業界に対し有⽤な科学的エビデンスを提⽰す
る必要性がある。本研究の⽬的はストレス関連疾患の内、脳卒中に罹患した労働者につ
いて、労働時間等、勤務状況の調査を⾏い、それら疾患の発症に寄与する勤務状況の因
⼦とその影響の度合いに関する研究を⾏うことである。 
 本研究では、三重県のほぼ全ての⼆次救急病院および事業所に協⼒を依頼し、地域お
よび職域ベースでの population-based な症例対照研究を⾏い、主に次の 2 点を評価する。 
1）労働時間等、勤務状況の分析によるストレス関連疾患の発⽣について相対リスクを推
定の後、寄与リスク割合を求める。 
2）寄与リスク割合に応じた予防効果、経済効果を計量経済モデルにより評価する。 
 本研究の実施により、ストレス関連疾患の発⽣に対する多くの作業関連要因の相対リ
スク・寄与リスク割合の有無とその⼤きさが疫学的に明らかになれば、労災認定の科学
的妥当性と認定の迅速性の向上に資するような、労災補償⾏政上の施策につながる可能
性がある。 
 本稿ではこれまでに得られた労働者に発⽣した脳卒中データの解析結果を⽰す。これ
らのデータは脳卒中の発⽣に対する作業関連要因の相対リスク・寄与リスク割合の有無
と⼤きさを疫学的に明らかにするためのケース・コントロール研究の基礎となる重要な
データになり得ると考える。 
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A.研究⽬的 
 研究代表者は、旧労働省による作業関連
疾患総合対策研究「作業態様と⼼疾患に関
する研究班」にて⻑時間労働と急性⼼筋梗
塞の発⽣リスクの関係を症例対照研究で明
らかにしてきた。同様に近年のメタ分析の
結果、急性冠症候群や脳卒中の発症と⻑時
間労働との間に弱い関連が認められ、今後
もこれら疾患の管理体制に注意を払う必要
性が⽰唆されている。 

⼀⽅、週あたりの平均労働時間とこれら
疾患の⽤量反応関係を検討した結果、短い
労働時間群（<35h）においてもこれら疾患
の発症リスクが増加する傾向、いわゆる U
字型の関連傾向がみられ、この結果は我々
の先⾏研究と⼀致した。ただし、参照群以
下の労働時間を⼀群（<35h）に分類するこ
とにより、この労働時間に分類された労働
者の疾患発⽣リスクを過少評価している可
能性が考えられる。 
 いくつかの⽣理学的実験および動物実験
から、短時間労働後に急性冠症候群の発症
リスクを増⼤させる可能性が⽰唆されてい
る。しかしながら、労働時間が短い状況に
対し急性冠症候群の発症リスクを詳細に検
証している疫学研究は、⼗分でない。 
 また、脳卒中の発⽣に関し、労働時間と
の関連は明らかでない。 
 先⾏研究および労働者の健康管理の観点
から、改めて「健康に最適な労働時間は存
在するのか？」という視点を持ち、⾏政お
よび産業界に対し有⽤な科学的エビデンス
を提⽰する必要性がある。 
 本研究の⽬的は、ストレス関連疾患（急
性冠症候群、脳卒中、喘息、外傷等）のう

ち、脳卒中に焦点をあて、罹患している労
働者について勤務状況の調査を⾏い、それ
ら疾患の発症に寄与する勤務状況の因⼦と
その影響の度合いに関する研究を⾏うこと
である。 
 
B.研究⽅法 
【セッティング・研究デザイン】 
三重県の⼆次救急病院（表 1）から脳卒中
による症例を、県内事業所から対照を収集
の上、後ろ向きに勤務状況等の調査を⾏う
population-based case control study（症例対
照研究）を⾏う。 
【表 1】 協⼒依頼施設⼀覧 
（脳卒中症例収集協⼒施設） 
番号  
1 桑名⻄医療センター 
2 県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅中央総合病院 
4 鈴⿅回⽣病院 
5 三重⼤学医学部附属病院 
6 三重中央医療センター 
7 松阪中央総合病院 
8 済⽣会松阪総合病院 
9 伊勢⾚⼗字病院 
 
【評価項⽬】 
本研究では次の 2 点を評価項⽬とする。 
1）労働時間等、勤務状況の分析による脳卒
中の発⽣について相対リスクを推定した後、
寄与リスク割合を求める。 
2）寄与リスク割合に応じた予防効果、経済
効果を計量経済モデルにより評価する。 
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【対象者の適格基準】 
（症例組み⼊れ基準） 
・新規脳卒中症例 
・三重県内の男⼥ 25〜75 歳 
・有業者および失業者 
（対照組み⼊れ基準） 
・脳卒中既往のない者 
・三重県内の男⼥ 25〜75 歳 
・有業者 
（除外基準） 
・無業者（⾮労働⼒⼈⼝のうち家事も通学
もしていない者） 
・疾病その他により⾃⾝およびその家族に
よる⾃記式質問票への回答に困難な者 
・医原性に脳卒中を被った患者 
・外傷性脳卒中 
【症例選定⽅法および質問調査⽅法】 
① 三重県の⼆次救急病院９病院（表1）に

おいて、該当患者の発⽣が確認された
場合、当該病院担当医は、患者の病態
をみて調査可能と判断した時点で調査
の概略を説明し、研究への協⼒を依頼
する。 

② 協⼒への承諾を得たのち、担当医が患
者の病態と患者本⼈および家族の連絡
先を研究調査事務局の調査員（以下、
調査員）へ連絡する。 

③ 調査員は、患者本⼈もしくは家族と連
絡を取り、調査⽇程を調整する。そし
て、調査員は、症例⼊院先の病院内に
て、研究の詳細説明を⾏い、同意書の
取得を⾏う。同意書の取得後、本⼈（本
⼈が回答できる場合は本⼈が記⼊す
る）及び家族（本⼈の回答可否にかか
わらず、家族にも調査依頼する）に質
問票への聴取をする。回収時に返送⽤

封筒に謝礼⽤封筒が同封されているか
確認する。 

④ 当該患者が亡くなられた場合を含み、
回答が困難な状態の場合、その症例の
勤務状況を把握している家族（代諾者）
に対し、同様の⽅法により調査を⾏う。
（本⼈調査⽤の同意書欄に代諾者とし
てサインしてもらう。） 

⑤ 質問票聴取が完了したら、調査員は「患
者の性別・年齢・職業等」を、研究調
査事務局へ連絡する 

⑥ 研究に参加をされた症例（およびその
家族）、研究協⼒担当医に対し、謝礼を
提供する。 

⑦ 調査資材回収後、未記⼊等の不備が認
められた場合、研究調査事務局が当該
患者や家族に確認の上、訂正を⾏う。 

【対照選定⽅法および質問調査⽅法】 
① 2次医療圏と急性期医療病院の密度分

布に基づき、3地域（北勢医療圏、中勢
伊賀医療圏、および南勢志摩医療圏と
東紀州医療圏）をキャッチメントエリ
アとして⽤いる。 

② 三重労働局、および県ないし市町に依
頼の上、県内の事業所リスト⼀覧を⼊
⼿する。 

③ 事業所リストを⽤い、各地域から事業
所規模に応じ事業所を層別無作為抽出
し、症例の発⽣に応じて、対照候補者
プールから無作為に対照を抽出する、2
段階多段抽出法により無作為抽出を⾏
い、対照者を選定する。 

④ 抽出された事業所に研究協⼒への依頼
状を発送後、調査員が各事業所を訪問。
改めて調査協⼒を依頼し、応諾が得ら
れた場合は、職業区分別従業員数確認
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書に従業員数を記⼊してもらうように
依頼する。また本研究への応諾を得た
事業所には応諾謝礼品を送付する。 

⑤ 研究調査事務局は、各事業所およびそ
の従業員に対し研究の実施と協⼒につ
いて⽂書あるいは⼝頭にて事前に説明
を⾏い、本研究への不参加を希望する
者には、拒否することができる機会を
提供する。 

⑥ 職業区分別従業員数確認書には事業所
周知を⾏った際に調査協⼒拒否を申し
出た従業員がいた場合は、その者を除
いた数で記載するよう依頼する。 

⑦ 症例発⽣時に「職業区分別従業員数確
認書」に基づく対照候補者のプールを
無作為に選定し性別等のマッチングに
基づき最⼤6例を抽出できるよう、研究
調査事務局より当該事業所（⼈事担当
等）宛に、調査資材を郵送する。 

⑧ 該当事業所は、マッチングにより指定
された対照プールより対照候補者を無
作為に抽出する。対照候補者に、調査
資材（説明⽤紙）および同意書を含む
質問票、粗品（ペン等））を渡し、⽂書
による説明ないし研究調査事務局によ
る説明会を実施の上、対照候補者本⼈
が直接同意書および質問票を記載する。 

⑨ 当該対照候補者の家族にも同様の内容
の質問票に答えてもらうよう対照候補
者本⼈から質問票を渡し、記⼊しても
らう。 

⑩ 該当対照候補者、家族は同意書・質問
票・謝礼返送⽤封筒を返信⽤封筒に⼊
れて研究調査事務局宛に郵送する。 

⑪ 研究に参加された対照（およびその家
族）に対し、謝礼を提供する。 

⑫ 調査資材回収後、未記⼊等の不備が認
められた場合、研究調査事務局が当該
対照や家族に確認の上、訂正を⾏う。 

【⽬標症例数および統計学的解析⽅法】 
⽬標症例数は、先⾏研究を参照に 200 例を
予定する。対照者の⽬標総数は、症例数の
3 倍とする。 
 症例と対照のマッチング因⼦として、性
別・年齢・職業等をマッチングする。 
 調整項⽬として、条件付きロジスティッ
ク回帰モデルにより、年齢（1 歳間隔）、性
別および作業関連要因[職業（国勢調査⼤分
類からなる）・休憩時間数・座業時間数・睡
眠時間数・通勤時間数・疲労度・ほか交絡
因⼦]を投⼊の上、労働時間数に対するスト
レス関連疾患発症の調整済みオッズ⽐およ
びその 95％信頼区間を算出する。統計解析
には、SAS・SPSS を⽤いる。 
 副次的解析項⽬として、1.年齢と労働時
間の交互作⽤の検証、2.睡眠時間の層別に
労働時間とストレス関連疾患の関連性の有
無の検証、3.失業者におけるストレス関連
疾患発症の関連性の有無の検証、などを予
定している。 
 
【計量経済モデルの構築とその予防効果、
経済効果の推定】 
上記解析結果（調整済みオッズ⽐）を⽤い、
ストレス関連疾患の発症リスク⽐を推定し、
労災補償⾏政の計量経済モデルを構築の上、
作業関連要因による各疾患の発⽣について
の集団寄与リスク割合を求め、職域からの
当該作業関連要因の除去による社会の経済
負担の軽減可能性を評価する予定である。 
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本稿では三重県の⼆次救急病院（表 1）
から得られた脳卒中症例の解析結果を提⽰
する。 
 
C.研究結果 
【症例数】 
平成 30 年 11 ⽉より平成 31 年２⽉の間に
計 34 例が報告された。内訳は脳梗塞 13 例、
脳出⾎ 11 例、くも膜下出⾎ 10 例であった
（表２）。 
 
【表 2】 協⼒施設別症例数内訳 
 脳梗塞 脳出⾎ くも膜下

出⾎ 
桑名⻄医療センター    

県⽴総合医療センター  1  

鈴⿅中央総合病院 3 4 3 

鈴⿅回⽣病院 2 1 2 

三重⼤学医学部附属病院  1 1 

三重中央医療センター 2 1  

松阪中央総合病院   1 

済⽣会松阪総合病院   2 

伊勢⾚⼗字病院 6 3 1 

計 13 例 11 例 10 例 

 
【発症⽉】 
報告された計 34 例の発症⽉を⽰す（表３）。
病型間で⼤きな違いはみられなかった。 
 
【表 3】 病型別発症⽉ 
 脳梗塞 脳出⾎ くも膜下出⾎ 

10 ⽉  1 1 
11 ⽉ 6 3 2 
12 ⽉ 6 3 4 
1 ⽉  3 2 
2 ⽉ 1 1     1 

 

【発症時間】 
報告された計 34 例の発症時間を⽰す（表
４）。病型間で⼤きな違いはみられず、いず
れも勤務時間帯に多い傾向を認めた。 
 
【表 4】 病型別発症時間 
 脳梗塞 脳出⾎ くも膜下出⾎ 

0 ‒  8 時 3 2 3 
  8 ‒ 18 時 8 6 5 
18 ‒ 24 時  2 2 

不明 2 1  
 
【発症年齢、性】 
報告された計 34 例の発症時年齢及び性別
を⽰す（表 5）。全体では男性 23 例、⼥性
10 例と男性に多かった。病型別では脳梗塞
で極端に男性に多く、脳出⾎でもかなり男
性に多かったが、くも膜下出⾎では同数で
あった。発症時平均年齢は男性 55.3 才、⼥
性 56.2 才で、脳梗塞では男性でやや⾼齢、
脳出⾎では差はみられず、くも膜下出⾎で
は⼥性でより⾼齢発症であった。アテロー
ム⾎栓性脳梗塞の 1 例で年齢、性別が無回
答であった。 
 
【表 5】 病型別年齢及び性 
 脳梗塞 脳出⾎ くも膜下 

出⾎ 
男 ⼥ 男 ⼥ 男 ⼥ 

30 才台    1    
40 才台  4   1  1  2  1 
50 才台 3 1 3 2 1  
60 才台 2  2 1 2 3 
70‒75 才 2     1 

計 
(症例数) 

11 1 7 4 5 5 
平均年齢

(才) 
56.3 51.0 53.6 53.5 55.8 63.0 
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【各論：病型別特徴】 
1. 脳梗塞 

脳梗塞 13 例を細分類すると、アテローム
⾎栓性脳梗塞５例（頭蓋内動脈狭窄症３例、
頚動脈狭窄症２例）、ラクナ梗塞２例、
branch atheromatous disease２例、⼼原性脳
塞栓２例、椎⾻動脈解離による脳梗塞１例、
原因不明１例であった（表６）。このうち、
アテローム⾎栓性脳梗塞（頭蓋内動脈狭窄
症）１例と branch atheromatous disease１
例の計２例に超急性期治療（それぞれ機械
的⾎栓回収療法及びアルテプラーゼ静注療
法）が施⾏された。またアテローム⾎栓性
脳梗塞の２例で頚動脈内膜剥離術または頚
動脈ステント留置術が施⾏された。 

脳梗塞の発⽣様式は多発型と限局型がほ
ぼ同数であった（表６）。症候は脳梗塞の発
⽣部位により多様であったが、運動障害は
13 例中 10 例とほとんどの症例で認めた（表
７）。 
 ⽣活習慣病との関係では、アテローム⾎
栓性脳梗塞では頭蓋内動脈狭窄症の場合で
も頚動脈狭窄症の場合でも全例で３⼤⽣活
習慣病（⾼⾎圧症、糖尿病、脂質異常症）
のいずれかを認め、ほとんどの症例で治療
中であるにも拘らず脳梗塞を発症した（表
８）。その他の病型でも８例中６例で何らか
の⽣活習慣病の既往を認め、そのうち３例
で無治療あるいは治療状況が不明であった。
⼼原性脳塞栓の２例中１例では慢性⼼不全
に対し治療中であったが、残りの１例では
⼼疾患の既往を認めなかった。なお、アテ
ローム⾎栓性脳梗塞の１例では不整脈の既
往を認めた。 
 
 
 

【表 6】 脳梗塞の再分類と梗塞領域 
脳梗塞の再分類 脳梗塞の領域 
ア
テ
ロ
｜
ム
⾎
栓
性
脳
梗
塞 

頭蓋内動脈 
狭窄症 

 両側 ‒ 多発  MCA 
両側 ‒ 多発  ACA、MCA 

 左側 ‒ 限局  延髄 

頚動脈狭窄症 
両側 ‒ 多発  ICA、MCA 
右側 ‒ 多発 MCA、PCA 

ラクナ梗塞 
右側 ‒ 限局 ⼤脳基底核 

右側 ‒ 限局 ⼤脳基底核 
Branch 
atheromatous 
disease 

右側 ‒ 限局 ⼤脳基底核 
右側 ‒ 限局 ⼤脳基底核 

⼼原性脳塞栓 
左側 ‒ 限局 ACA 
左側 ‒ 限局 ⼩脳 

椎⾻動脈解離 左側 ‒ 多発 PCA 
原因不明 両側 ‒ 多発 PCA、⼩脳 

ACA: 前⼤脳動脈領域、ICA: 内頚動脈領域、
MCA: 中⼤脳動脈領域、PCA: 後⼤脳動脈
領域 
 
【表 7】 脳梗塞の症候 
脳梗塞の再分類 運動 

障害 その他 

ア
テ
ロ
｜
ム
⾎
栓
性
脳
梗
塞 

頭蓋内動脈 
狭窄症 

 有り   
有り  失語症 

 無し 意識障害、運動失調、感覚
障害、構語障害、嚥下障害 

頚動脈狭窄症 
有り   
有り  

ラクナ梗塞 
有り  

有り  
Branch 
atheromatous 
disease 

有り 失語症 
有り  

⼼原性脳塞栓 
有り  
有り 運動失調 

椎⾻動脈解離 無し 意識障害 
原因不明 無し 失語症、運動失調、半盲 
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【表８】 ⽣活習慣病の既往歴と治療状況 
脳梗塞の再分類 ⾼⾎圧 糖尿病 ⼼疾患 脂質異常 

ア
テ
ロ
｜
ム
⾎
栓
性
脳
梗
塞 

頭蓋内動脈 
狭窄症 

治療中 治療中 不整脈 治療中 

治療中 治療中 無し 治療中 

治療中 治療中 無し 治療中 

頚動脈狭窄症 
放置 無し 無し 無し 

治療中 無し 無し 治療状
況不明 

ラクナ梗塞 
無し 無し 無し 無し 

放置 放置 無し 無し 

Branch 
atheromatous 
disease 

無し 無し 無し 無し 

放置 無し 無し 治療状
況不明 

⼼原性脳塞栓 
無し 無し 治療中 無し 

治療中 無し 無し 無し 

椎⾻動脈解離 治療状
況不明 

無し 無し 無し 

原因不明 無し 無し 無し 治療中 

 
2. 脳出⾎ 
 脳出⾎の 11 例中 10 例が⾼⾎圧性脳出⾎
で、残りの１例は脳アミロイド⾎管症が出
⾎原因であった。⾎腫サイズは⼤型、中型、
⼩型がほぼ均等で、⾎腫側は右側（７例）
に多く、⾎腫部位は⾼⾎圧性では被殻４例、
視床３例、⼤脳⽪質下２例、⼩脳１例で、
脳アミロイド⾎管症によるものでは⼤脳⽪
質下であった（表９）。⾼⾎圧性脳出⾎の４
例では⾎腫除去⼿術が実施された。脳アミ
ロイド⾎管症による出⾎は保存的に治療さ
れた（表９）。 
 脳出⾎による症候は運動障害が９例と最
も多く、意識障害４例、感覚障害４例、嚥
下障害３例と続いた（表 10）。 
 脳アミロイド⾎管症による出⾎では、⽣
活習慣病の合併はみられなかった。⾼⾎圧
性脳出⾎では、10 例中３例でのみ⾼⾎圧に
対し何らかの治療が実施されていたが、残

りの７例では未治療、未診断あるいは治療
状況が不明であった。糖尿病は２例、脂質
異常症、慢性⼼不全の既往はそれぞれ１例
でみられた（表 11）。 
 
【表 9】 脳出⾎の原因・サイズ・部位・

治療 
原因 サイズ 部位 治療 

⾼ 
⾎ 
圧 

⼤型 右被殻 ⾎腫除去術 
右⽪質下 ⾎腫除去術 
右⽪質下 ⾎腫除去術 

中型 右被殻 ⾎腫除去術 
右被殻 保存的治療 
右視床 保存的治療 
左被殻 保存的治療 

⼩型 右視床 保存的治療 
左視床 保存的治療 
左⼩脳 保存的治療 

脳アミ
ロイド
⾎管症 

⼩型 左⽪質下 保存的治療 

 
【表 10】 脳出⾎の症候 

脳出⾎ 
の病型 

運動 
障害 その他 

⾼ 

⾎ 

圧 

⼤
型 

右被殻 有り 感覚障害 

右⽪質下 有り 意識障害、感覚障害、
構語障害、嚥下障害 

右⽪質下 無し 意識障害 

中
型 

右被殻 有り 意識障害、嚥下障害 

右被殻 有り  

右視床 有り 意識障害、嚥下障害 

左被殻 有り 失語症 

⼩
型 

右視床 有り 感覚障害 

左視床 有り 感覚障害 

左⼩脳 無し 複視、運動失調 
脳アミ
ロイド
⾎管症 

⼩
型 

左⽪質下 有り  
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【表 11】 ⽣活習慣病の既往歴と治療状況 
脳出⾎ 
の病型 ⾼⾎圧 糖尿病 ⼼疾患 脂質 

異常 

⾼ 

⾎ 

圧 

⼤
型 

右被殻 放置 治療中 無し 無し 

右⽪質下 無し 治療状況
不明 無し 無し 

右⽪質下 治療中 無し 無し 治療中 

中
型 

右被殻 無し 無し 無し 無し 

右被殻 治療中 治療中 無し 無し 

右視床 治療中 無し 慢性 
⼼不全 無し 

左被殻 放置 無し 無し 無し 

⼩
型 

右視床 放置 無し 無し 無し 

左視床 放置 無し 無し 無し 

左⼩脳 治療状況
不明 無し 無し 無し 

脳アミ
ロイド
⾎管症 

⼩
型 

左⽪質下 無し 無し 無し 無し 

 
3. くも膜下出⾎ 
 くも膜下出⾎の原因は８例が脳動脈瘤破
裂で、脳動脈瘤部位は前交通動脈３例、内
頚動脈３例、中⼤脳動脈２例であった（表
12）。残りの２例は椎⾻動脈解離性動脈瘤が
原因であった。全例で開頭及び脳動脈瘤ク
リッピング術または脳動脈瘤コイル塞栓術
（⾎管内⼿術）を含む⼿術加療が施⾏され
た（表 12）。 
 くも膜下出⾎の症候は意識障害、錯乱、
頭痛が中⼼でほぼ全例でいずれかの症状を
認めた（表 13）。運動障害、感覚障害や共
同偏視も認めたが、いずれも少数例であっ
た（表 13）。 
 ⽣活習慣病の既往は⾼⾎圧症２例、脂質
異常症２例を認めたのみで、いずれも何ら
かの治療が施⾏されていた。糖尿病や⼼疾
患の既往は認めなかった（表 14）。 
  
 
 

【表 12】 くも膜下出⾎の原因及び治療 
原因 部位 治療 

脳動脈
瘤 

前交通動脈 

開頭術 

⾎管内⼿術、髄液ドレナージ 

⾎管内⼿術 

内頚動脈 
開頭術 
開頭術 

⾎管内⼿術 

中⼤脳動脈 
開頭術 

⾎管内⼿術 

解離性
動脈瘤 椎⾻動脈 

⾎管内⼿術、髄液ドレナージ 
⾎管内⼿術 

 
【表 13】 くも膜下出⾎の症候 
原因 部位 意識 

障害 
局所 
頭痛 その他 

脳動脈
瘤 

前交通
動脈 

無し 無し  
無し 有り  
無し 無し 認知障害(錯乱)、 

運動障害 

内頚 
動脈 

有り 無し  
有り 有り  
無し 有り  

中⼤脳
動脈 

有り 無し  運動障害、感覚障害、
共同偏視 

無し 有り  
解離性
動脈瘤 

椎⾻ 
動脈 

有り 無し  感覚障害 
有り 無し  

 
【表 14】 ⽣活習慣病の既往歴と治療状況 
原因 部位 ⾼⾎圧 糖尿病 ⼼疾患 脂質異常 

脳動脈
瘤 

前交通
動脈 

無し 無し 無し 無し 
無し 無し 無し 無し 
無し 無し 無し 無し 

内頚 
動脈 

無し 無し 無し 無し 
治療中 無し 無し 治療中 
無し 無し 無し 無し 

中⼤脳
動脈 

無し 無し 無し 無し 
治療中 無し 無し 無し 

解離性
動脈瘤 

椎⾻ 
動脈 

無し 無し 無し 無し 
無し 無し 無し 無し 
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D.考察 
今回の結果より、労働者の脳卒中は病型

に関係なく、平均 50 歳代で発症し、発症時
間は勤務時間内及びその通勤時間帯に最も
多いことが明らかになった。交絡因⼦とし
ての⽣活習慣病の影響は脳梗塞や脳出⾎で
⼤きく、くも膜下出⾎では少なかった。複
数の⽣活習慣病の関与が⼤きい脳梗塞で発
症者に占める男性の割合が特に⼤きく、次
いで脳出⾎で⼤きかったが、⽣活習慣病の
関与が少ないくも膜下出⾎では性差はみら
れなかった。また、脳梗塞や脳出⾎発症者
には⽣活習慣病が脳卒中発症前には未診断
であったり、指摘されていたにも拘らず未
治療のまま放置されている場合が少なから
ず認められた。以上の結果は脳卒中、特に
脳梗塞や脳出⾎の発症に労働時間や労働に
よるストレスが関与している可能性を⽰唆
している。これらのデータはケース・コン
トロール研究の基礎データとして極めて重
要と考えられ、更に症例数を積み重ねて検
討する必要がある。 

労災補償⾏政において、脳・⼼臓疾患に
かかわる労災請求・認定件数は⾼い⽔準で
推移している。⼀⽅で、印刷⼯場で多発し
た胆管がんの労災認定が⼤きな社会的関⼼
を集め、⾏政による労働者の迅速な保護へ
の期待度は⾼い。しかしながら、少⼦⾼齢
化社会が進み、経済環境が厳しい中、労災
補償⾏政にもより⼀層の公正さと社会の経
済的負担の軽減が求められる。 
 労災認定の公正さを⾼めるためには、科
学的エビデンスに基づく妥当な判断が必要
である。本研究の実施により、脳卒中の発
⽣に対する多くの作業関連要因の相対リス
ク・寄与リスク割合の有無と⼤きさが疫学
的に明らかになれば、労災認定の科学的妥

当性と認定の迅速性の向上に資するような、
労災補償⾏政上の施策につながる可能性が
ある。 

また、相対リスクの⼤きさに加えて、職
域集団における作業関連要因の保有率を明
らかにすれば、集団寄与リスク割合が推定
できる。この集団寄与リスク割合の推定に
よって、当該集団から作業関連要因を除去
することにより、労災補償の社会的負担を
どの程度軽減することができるか予測する
ことが可能となる。すなわち、作業関連要
因の除去が⼀事業場のコストとなる⼀⽅、
労災補償を介してマクロ社会のコストとな
ることを具体的に⽰すことが可能になると
考えられる。 
 
E. 結論 

脳卒中の発⽣に対する作業関連要因の相
対リスク・寄与リスク割合の有無と⼤きさ
を疫学的に明らかにするためのケース・コ
ントロール研究の基礎となる重要なデータ
が得られつつあり、更なる症例の積み重ね
が必要である。 
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研究要旨  
 現在交通事故は、法整備や⾃動⾞の安全性向上などにより減少しており、医療現場にお
いても交通事故による外傷が以前よりも減少していると考えられるが、重症例では機能の
喪失などにより、外傷後に職務への復帰が出来ないものも⾒られる。本研究では、先⾏研
究で⽰された⼼筋梗塞など同様に、交通外傷においても労働時間が関連する可能性を考
え、交通外傷患者における労働環境を正確かつ詳細に検討することを⽬的とした。 
 研究⽅法としては、三重県在住の 25〜75 歳男性の有業者で、三重県内の整形外科で交
通外傷の⼿術を実施している 9 病院において、交通外傷による四肢⾻折で⼿術治療を受け
たもの者を症例とし、県内事業所より年齢・職業をマッチングした⾻折のない者を対照と
してサンプリングし、症例対照研究を実施した。主治医報告書により医療情報を、⾃記式
質問票より労働時間やその他の関連要因を調査することとした。 
 2019 年 3 ⽉より調査を開始し、現在、症例の登録が始まりつつある。本研究の結果を
もとに交通外傷をさらに減じるための予防策を⾒出したい。 

労災疾病臨床研究事業費補助⾦ 
 分担研究報告書 

 
「ストレス関連疾患の発症に寄与する勤務状況の因⼦とその影響に関する研究 

―健康に最適な労働時間は存在するのか？―」：交通外傷について 
 

分担研究者：湏藤 啓広 三重⼤学⼤学院医学系研究科運動器外科学・腫瘍集学治療学 教授 
研究協⼒者：辻井 雅也 三重⼤学⼤学院医学系研究科運動器外科学・腫瘍集学治療学 講師 

 

 

Ａ.研究⽬的 
 本邦の⾼齢者⼈⼝の増加と⽣産年齢⼈⼝
の減少は深刻な問題である。そのため国は、
①労働市場に参加していない⾼齢者などを
活⽤して労働⼒を増やす、②出⽣率を増加
させて将来の労働⼒を増やす、③効率的な
環境を作ることで労働⽣産性を増やす、の3
つの⽅法を考えており、これを現実にする
ために働き⽅改⾰を推進している。 
 整形外科の役割において外傷治療は最も

重要な分野であり、中でも⾻折の治療は整
形外科の根幹である。⾻折に対する治療⽅
法では新しい⾦属固定材料の開発や、内視
鏡治療、マイクロ⼿技などの多くの医療技
術が導⼊されている。このような進歩に伴
って、以前は治療困難であった⾻折も確実
に修復することが可能となっただけでなく、
より早期に⽇常・社会⽣活へ復帰できるよ
うになった。 
 現在、交通事故は交通に関連する法の整
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備や、⾃動⾞の安全性の向上などにより減
少しており、実際の臨床現場においても交
通事故による外傷が以前よりも少なくなっ
たことを感じる。しかし交通外傷は以前よ
り少なくなっただけで、現在も悲惨な交通
事故は後を絶たず、最先端治療を⽤いても
治療不能な重度な外傷は依然として存在す
る。四肢の外傷は体幹の外傷と⽐して⽣命
に関わることは少ないが、歩⾏不能となる
例や、⼿指などの上肢機能が失われる例が
あり、これらでは外傷後に職務への復帰が
出来ないものも多く、深刻な問題である。 
 以上のことから、交通外傷における医療
現場の詳細なデータ解析には、交通外傷を
さらに減じるための予防⽅法を⾒出す可能
性があるが、実際には交通外傷に対する医
学研究は少ない。さらにそれらの研究は
各々の外傷センターにおけるデータベース
を⽤いてレトロレスペクティブに検討した
ものであり、予防策を講じるためのデータ
としては不⼗分であると考えられる。我々
は以前に⻑時間労働と急性⼼筋梗塞の発⽣
リスクの関係を症例対照研究で⽰しており、
今回は仮説として交通外傷においても労働
時間が関連する可能性を考えた。本研究の
⽬的は交通外傷患者における労働環境を正
確かつ詳細に検討することであり、この結
果をもとに交通外傷を減じるための予防策
を⾒出したい。 
 
Ｂ.研究⽅法 
 三重県の北部・中部・南部より整形外科
で交通外傷の⼿術を実施している病院を選
び、その中から交通事故で四肢いずれかの
⾻折を負い⼿術をした⼈を症例とし、県内
事業所から対照を収集の上、後ろ向きに勤

務状況等の調査を⾏う population-based 
case control study（症例対照研究）を⾏い、
主に次の 2 点を評価することとした。 
1）労働時間等、勤務状況の分析による各疾
患の発⽣について相対リスクを推定の後、
寄与リスク割合を求める。 
2）寄与リスク割合に応じた予防効果、経済
効果を計量経済モデルにより評価する。 
【対象者の適格基準】 
（症例組み⼊れ基準） 
・男性 
・交通外傷（四肢⾻折で⼿術治療） 
・三重県内の25〜75歳 
・有業者および失業者 
（対照組み⼊れ基準） 
・男性 
・現在⾻折のない者 
・三重県内の25〜75歳 
・有業者 
（除外基準）  
・無業者（⾮労働⼒⼈⼝のうち家事も通学
もしていない者） 
・疾病その他により⾃⾝およびその家族に
よる⾃記式質問票への回答に困難な者 
【症例選定および調査⽅法】 
① 三重県の北部・中部・南部より整形外科

で交通外傷の⼿術を実施している9病院
（表1）において、症例組み⼊れ基準に該
当する患者の発⽣が確認された場合、主
治医は、患者の病態をみて調査可能と判
断した時点で調査の概略を説明し、研究
への協⼒を依頼する。 

② 主治医は該当患者から承諾を得た旨を主
治医以外の病院内調査協⼒者（以下、連
絡担当者等）に伝え、連絡担当者等が該
当患者に研究の説明、同意の取得を⾏い、
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質問票（資料2）への記⼊を依頼する。患
者の病態については主治医に症例報告書
（資料1）記載を依頼する。記⼊した質問
票および症例報告書は連絡担当者が回収
する。 

③ 当該患者が亡くなられた場合を含み、回
答が困難な状態の場合、その症例の勤務
状況を把握している家族（代諾者）に対
し、同様の⽅法により調査を⾏う。 

④ 研究に参加された症例、研究協⼒主治医、
連絡担当者に対し、謝礼を提供する。 

 
【表 1】 協⼒依頼施設⼀覧 
（交通外傷症例収集協⼒施設） 
番号  

1 桑名市総合医療センター 
2 三重県⽴総合医療センター 
3 鈴⿅回⽣病院 
4 鈴⿅中央総合病院 
5 永井病院 
6 伊賀市⽴上野総合市⺠病院 
7 済⽣会松阪総合病院 
8 伊勢⾚⼗字病院 
9 市⽴伊勢総合病院 

 
 
【対照選定および調査⽅法】 
① 総務省統計局の許可を得て、「平成26年

度経済センサス基礎調査」結果から事業
所名称・規模、所在地など連絡先等、三
重県内の全事業所のデータを⼊⼿し、事
業所名簿の作成を⾏った。事業所名簿を
⽤い、各地域から事業所規模に応じ事業
所を層別無作為抽出し、症例の発⽣に応
じて、対照候補者プールから無作為に対
照を抽出する、2段階多段抽出法により無

作為抽出を⾏い、対照者を選定する。 
② 抽出された事業所に研究協⼒への依頼状

発送後、調査員が各事業所を訪問し、応
諾が得られた場合は、「職業区分別従業
員数確認書」に従業員数を記⼊してもら
うように依頼する。また本研究への応諾
を得た事業所には応諾謝礼品を送付する。 

③ 症例発⽣時に該当事業所は、マッチング
により指定された「職業区分別従業員数
確認書」に基づく対照プールより、対照
候補者を最⼤2例無作為に抽出する。対照
候補者に、同意書を含む質問票、粗品（ペ
ン等）を渡し、対照候補者本⼈が直接同
意書および質問票を記載するよう依頼す
る。 

④ 対照候補者は同意書・質問票・謝礼返送
⽤封筒を返信⽤封筒に⼊れて研究調査事
務局宛に郵送する。研究に参加された対
照に対し、謝礼を提供する。 

【調査内容】 
 症例の病状等については、主治医の記載
する症例報告書（資料1）より詳しく情報を
得る。 
 ⾃記式質問票における質問項⽬は次の項
⽬からなる。 
1. 職業（国勢調査⼤分類からなる） 
2. 労働時間数 
・発症前⽉（対照の場合、質問時の前⽉）1
か⽉間の1⽇あたり平均労働時間 
・発症前々⽉（対照の場合、質問時の前々
⽉）1か⽉間の1⽇あたり平均労働時間 
・過去1年の労働時間で最短の⽉での、1か
⽉間の1⽇あたり平均労働時間 
・過去1年の労働時間で最⻑の⽉での、1か
⽉間の1⽇あたり平均労働時間 
3. 休憩時間数 
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・発症前⽉（対照の場合、質問時の前⽉）1
か⽉間の1⽇あたり平均休憩時間 
4. 座業時間数 
・発症前⽉（対照の場合、質問時の前⽉）1
か⽉間の1⽇あたり平均座業時間 
5. 睡眠時間数 
・発症前⽉（対照の場合、質問時の前⽉）1
か⽉間の1⽇あたり平均睡眠時間 
6. 通勤時間数 
・発症前⽉（対照の場合、質問時の前⽉）1
か⽉間の1⽇あたり平均通勤時間  
7. 疲労度 
8. ほか交絡因⼦ 
・ストレス関連疾患の現病・既往、⾼⾎圧・
⾼コレステロール⾎症・糖尿病の現病と既
往および服薬、その他の薬剤（睡眠薬、抗
うつ薬など）の使⽤状況、喫煙歴、飲酒歴、
⾷事習慣、運動習慣 
・⾝⻑、体重、四肢の痛み、関節の痛み、
⾻粗鬆症、変形性関節症  
【⽬標症例数および統計学的解析⽅法】 
 症例および対照数は1対1となるようにし、
それぞれ50例を⽬標とする。 
 統計解析には、SAS・SPSSを⽤い、条件
付きロジスティック回帰モデルにより、調
整項⽬として年齢や下記作業関連要因を投
⼊の上、労働時間数に対する交通外傷発症
の調整済みオッズ⽐およびその95％信頼区
間を算出する。 
 副次的解析項⽬として、1.年齢と労働時間
の交互作⽤の検証、2.睡眠時間の層別に労働
時間とストレス関連疾患の関連性の有無の
検証、3.失業者におけるストレス関連疾患発
症の関連性の有無の検証、などを⾏う。 
 また、調整済みオッズ⽐を⽤い、ストレ
ス関連疾患の発症リスク⽐を推定し、労災

補償⾏政の計量経済モデルを構築の上、作
業関連要因による各疾患の発⽣についての
集団寄与リスク割合を求め、職域からの当
該作業関連要因の除去による社会の経済負
担の軽減可能性を評価する。 
 
Ｄ.研究の進捗 
 2019年2⽉15⽇に、三重⼤学の研究倫理審
査委員会の承認を受け、9協⼒病院での各倫
理委員会の承認を経て、2019年3⽉より調査
を開始した。現在、症例の登録が始まりつ
つあり、症例と職種・年齢層をマッチング
した対照についても事業所へ調査依頼を⾏
っている。 
 
Ｅ.結論・考察 
 上記でも述べたように調査開始からの期
間が短く、症例登録が開始されたところで
あるために、今回の⽬的である労働時間と
⼿術治療を要する重度な⾻折の発⽣とを検
討することは、現段階ではできていない。
登録症例数は50例を予定しており、登録を
さらに短期間とするために対象を拡⼤する
ことは考えられる。その例として、本研究
では男性のみを対象としているため性別を
問わず登録することや、年齢を25歳から75
歳と設定しているがその幅を広げるといっ
たことが考えられる。 
 しかし我々の最終的な⽬的は世界で最も
少ない⽣産年齢⼈⼝⽐率をという深刻な問
題を抱えている本邦において、労働⼒の底
上げに寄与するデータを⾒出すことにある。
労働⼒を増加させる⽅法として⼥性労働⼒
の活⽤と出⽣率の増加には、労働時間をは
じめとした労働環境の整備や保育の充実な
どに取り組むことが重要であることは⾔う
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までもない。さらに労働市場に参加してい
ない⾼齢者を現場に引き込むためにも、賃
⾦や職務内容といった根本的な課題をクリ
アするための策を講じることが優先である。
これらの問題は国主導のもと、いくつもの
⽅策が⾏政や福祉に関連する各機関が努⼒
している。我々が注⽬したのは、現在の労
働環境をより良くすることで労働⼒を維持
することである。そのために現在の労働市
場において最も活躍している⼈⼝が多い成
⼈男性を対象とすることが妥当と考えた。
この集団において交通外傷に関連する労働
環境の要因を⾒出すことで、職場の安全で
より良い環境作りに貢献できることを確信
しており、最終的には全ての労働者の幸福
につながると考える。 
 
Ｇ.研究発表 
 1.  論⽂発表 
Tsujii M, Iida R, Sudo A. Arthroscopic 
findings of injured ulnar and radial collateral 
ligaments in the thumb 
metacarpophalangeal joint. J Hand Surg Eur 
Vol. 2018 Dec. 43(10):1111-1112. 
 
Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 
  なし 
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【資料1】主治医の症例報告書 

 

 

【資料2】説明書・同意書・調査票（症例⽤） 
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労災疾病臨床研究事業費補助⾦ 
分担研究報告書 

 
糖尿病におけるマトリックスメタロプロテアーゼ-2 の役割に関する研究 

  
研究者分担者：Esteban C. Gabazza 三重⼤学⼤学院医学研究科 免疫学講座 教授 
研究協⼒者：Tetsu Kobayashi 三重⼤学⼤学院医学研究科 呼吸器内科学 

Taro Yasuma, Corina N. D' Alessandro-Gabazza, Atsuro Takeshita, Masaaki 
Toda, Josephine A. Hinneh, Prince Baffour Tonto 三重⼤学⼤学院医学研究科 
免疫学 
Kota Nishihama 三重⼤学医学部付属病院 臨床研修・キャリア⽀援部 
Yutaka Yano 三重⼤学⼤学院医学研究科 糖尿病内科学 
Toshiaki Totoki, Rumi Mifuji-Moroka, Motoh Iwasa Yoshiyuki Takei 三重⼤
学⼤学院医学研究科 消化器内科学 
John Morser スタンフォード⼤学 ⾎液内科 
Isaac Cann イリノイ⼤学 微⽣物学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究要旨 
 糖尿病の発症や進展には膵β細胞から分泌されるインスリンの作⽤が重要な役創を担
っている。糖尿病忠者ではアポトーシスによる膵β細胞の減少が⽣じると報告されている
が、アポトーシスの制御機構については完全には解明されていない。マトリックスメタロ
プロテイナーゼ 2(MMP2）は細胞外基質の分解に関わる酵素であり、組織リモデリング、
⾎管新⽣、細胞周期の調節など多彩な働きを持つ。糖尿病患者では MMP2 濃度が上昇す
るとの報告があるが、その役割については明らかにされていない。本研究では膵β細胞株
と糖尿病マウスモデルを⽤いて、MMP2 の膵β細胞に対する効果および耐糖能に及ぼす
影響について検討した。マウス膵β細胞株 MIN6 を MMP2 で処理した後にストレプトゾ
トシン（STZ） でアポトーシスを誘発すると、MIN6 細胞のアポトーシスが抑制される
ことが碓認された。ヒト MMP2 過剰発現マウスを作成し、このマウスに STZ を投与し
膵β細胞のアポトーシスを誘発することで糖尿病を発症させ、野⽣型の STZ 誘発糖尿病
マウスと、耐糖能、インスリン分泌能、膵β細胞におけるアポトーシスの状況につき⽐較
した。MMP2 過剰発現マウスでは、膵β細胞のアポトーシスが有意に抑制され、インス
リン分泌能・⾎糖値の有意な改善を認めた。本研究から MMP2 が膵β細胞のアポトーシ
スを抑制することにより、糖尿病に対して保護的に働く可能性が⽰唆された。 
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A.研究⽬的 
 糖尿病の発症や進展には膵β細胞から分
泌されるインスリンの作⽤が重要な役創を
担っている。糖尿病忠者ではアポトーシス
による膵β細胞の減少が⽣じると報告され
ているが、アポトーシスの制御機構につい
ては完全には解明されていない。マトリッ
クスメタロプロテイナーゼ 2(MMP2）は細
胞外基質の分解に関わる酵素であり、組織
リモデリング、⾎管新⽣、細胞周期の調節
など多彩な働きを持つ。糖尿病患者では
MMP2 濃度が上昇するとの報告があるが、
その役割については明らかにされていない。
本研究では膵β細胞株と糖尿病マウスモデ
ルを⽤いて、MMP2 の膵β細胞に対する効
果および耐糖能に及ぼす影響について検討
した。 
 
B.研究⽅法 
１. マウス膵β細胞株である MIN6 細胞を
MMP2 または⽣理⾷塩⽔で処理した後に
STZ でアポトーシスを誘発し、AnnexinⅤ
を⽤いたフローサイトメトリーによりアポ
トーシス細胞を評価した。 
２. ヒト MMP2 過剰発現マウスを作成し、
このマウスおよび野⽣型マウスに 5 ⽇間連
続で STZ を腹腔内投与し膵β細胞のアポ
トーシスを誘発することで糖尿病誘発した。
1 週間毎に⾎糖値を測定し、4 週後にグルコ
ース負荷試験、インスリン分泌試験を⾏っ
た。摘出した膵組織でβ細胞におけるアポ
トーシスの状況について TUNEL 染⾊によ
り評価し⽐較した。 
３. 糖尿病患者 22 ⼈、および健常者 34 ⼈
の⾎液サンプルを⽤い、⾎清 MMP2 濃度を
測定した。 

C.研究結果 
１. マウス膵β細胞株 MIN6 を MMP2 で処
理した後にストレプトゾトシン（STZ） で
アポトーシスを誘発すると、⽣理⾷塩⽔で
処置したコントロールと⽐較して MIN6 細
胞のアポトーシスが有意に抑制された。 
２. MMP2 過剰発現マウスでは、膵β細胞
のアポトーシスが有意に抑制され、インス
リン分泌能・⾎糖値の有意な改善を認めた。 
３ . 糖 尿 病 患 者 で は 健 常 者 と ⽐ 較 し て
MMP2 濃度が有意に⾼値であった。 
 
D.考察 
 糖尿病の主な型のうち、１型糖尿病は遺
伝的、環境的および⾃⼰免疫的要因により
膵β細胞が選択的に破壊され発症する。２
型糖尿病は⽣活習慣などの環境因⼦と遺伝
因⼦が関与し、インスリン抵抗性とインス
リン分泌不全により相対的なインスリン作
⽤不⾜となり発症する。いずれの型の糖尿
病においても、β細胞のアポトーシスは糖
尿病の病態進展の主要な機序であると考え
られているが、それを抑制する有⽤な治療
法は未だ確⽴されていない。本研究では、
糖尿病における MMP2 の役割を検討する
ために、ヒト MMP2 が過剰発現される
transgenic マウスを作製し、STZ により誘
発する糖尿病モデルにおいて、耐糖能およ
び膵β細胞に対する影響を野⽣型マウスと
⽐較した。MMP２過剰発現マウスでは膵β
細胞が保たれ、インスリン分泌能が保たれ
ており、耐糖能についても改善がみられた。
⼀⽅、糖尿病患者では健常者と⽐較して
MMP2 が有意に⾼く、糖尿病患者では代償
性に MMP2 の発現が増加し、糖尿病に対し
保護的な役割をしているのではないかと推
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定された。 
 
E.結論 
 本研究から MMP2 が膵β細胞のアポト
ーシスを抑制することにより、糖尿病に対
して保護的に働く可能性が⽰唆された。 
 
G.研究発表 
1.  論⽂発表 
 Nishihama K, Yasuma T, Yano Y, D' 
Alessandro-Gabazza CN, Toda M, Hinneh 
JA, Baffour Tonto P, Takeshita A, Totoki T, 
Mifuji-Moroka R, Kobayashi T, Iwasa M, 
Takei Y, Morser J, Cann I, Gabazza EC. 
Metabolism. 82:88-99.2018 Anti-apoptotic 
activity of human matrix 
metalloproteinase-2 attenuates diabetes 
mellitus. 
その他：別紙に記載 
 
2.  学会発表 

別紙に記載 
 
H.知的財産権の出願・登録状況 
  なし 
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労災疾病臨床研究事業費補助⾦ 
 分担研究報告書 

 
急性⼼筋梗塞症例を対象としたpopulation-based case control study 

における調査データと統計解析法の予備的検討に関する研究 
 

研究分担者：⾶⽥ 英祐 ⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科 

    ⼭⽥ 知美 ⼤阪⼤学医学部附属病院 

 
A.研究⽬的 
 本研究の⽬的は，ストレス関連疾患（急
性冠症候群，脳卒中，喘息，外傷等）に罹
患している労働者について勤務状況の調査
を⾏い，それら疾患の発症に寄与する勤務
状況の因⼦とその影響の度合いに関する研
究を⾏うことである．本研究⽬的のための
population-based case control study（症例対照
研究）を 2017 年 12 ⽉から三重県の⼆次救
急病院 15 病院および県内事業所から，急性

冠症候を発症したケースとコントロール
（対照）に対して，後ろ向きに勤務状況等
の調査を⾏う観察研究が⾏われている． 

 そこで，計画された中間解析として 2019

年 3 ⽉末までに集積された調査データに基
づき，研究計画書で定めた解析⽅法が利⽤
可能かを検討する． 

 

 

 

研究要旨 
 2018 年 3 ⽉から三重県の⼆次救急病院 15 病院および県内事業所から，急性冠症候を
発症したケースとコントロール（対照）に対して，勤務状況等の調査を⾏う
population-based case control study が⾏われている．本観察研究は，平成 29 年度までに
実施したパイロット研究の結果を基に計画されているが，実際の収集データ（調査デー
タ）と予定している解析⽅法が適当か，変更等の修正が必要かについて，中間解析のデ
ータを利⽤して検討を⾏った． 

その結果，ケースが選定されると 2 段階抽出として事業所及び⼈的規模が類似した対
照候補プールからコントロール（対照）が選択され調査データが収集されているものの，
現時点での調査票の回収率は⾼いとは⾔えず，今後さらに回収率が向上されていくこと
で更なる精度での結果が得られることが期待される．⼀⽅，最も強いリスク因⼦として，
1 カ⽉間の 1 ⽇平均労働時間を 2 時間間隔で 4 つのカテゴリに分類した 4 群間について
は，年齢や性別（ほとんどの対象集団が男性）など背景因⼦の違いが確認できたことか
ら，リスク因⼦分析を⾏う上では，これらのバイアスを調整した解析が必要になること
が分かった．しかし，propencity score マッチングを⾏うにしても 4 群に対して⼗分なサ
ンプル数が選定されない可能性が確認されたことから，最終解析におけるバイアス調整
については更なる検討が必要であることが分かった． 
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Ｂ.研究⽅法 

 今回の population-based case control study

（症例対照研究）に関する主なデザインは
以下の通りである． 

研究デザイン：症例対照研究 

 

選択基準 

ケース群：三重県内の男⼥ 25〜75 歳で新規
に急性冠症候群を発症した被験者 

（症例<ケース>の選定⽅法は図 1 参照） 

コントロール群：三重県内の男⼥ 25〜75 歳
で急性冠症候群既往のない有業者 

（対照<コントロール>の選定⽅法は図 2，3

参照） 

 

⽬標症例数 

ケース群：200 例 

コントロール群：600 例 

 

統計解析 

ケースとコントロールをマッチングする因
⼦として，性別・年齢・職業とする． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 調整項⽬として，条件付きロジスティッ
ク回帰モデルにより，年齢（1 歳間隔），性
別の他に職業，休憩時間数，座業時間数，
睡眠時間数，通勤時間数，疲労度，他の交
絡因⼦（⾼⾎圧，降圧剤の使⽤状況，喫煙
歴，⾼コレステロール⾎症／薬物療法，糖
尿病既往，狭⼼症既往および発症年⽉，狭
⼼症兆候の有無（ロンドン⼤学質問票），⾝
⻑，体重）等を検討し，労働時間数に対す
る急性冠症候群発症の調整済みオッズ⽐お
よびその 95％信頼区間を算出する． 
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中間解析 
 本研究では中間解析データに基づき，当
初計画した統計解析に耐えうる調査データ
が収集されているかを確認する． 
 さらに，背景因⼦（性別，年齢，職業，
休憩時間数，座業時間数，睡眠時間数，通
勤時間数，疲労度，他の交絡因⼦（⾼⾎圧，
降圧剤の使⽤状況，喫煙歴，⾼コレステロ
ール⾎症／薬物療法，糖尿病既往，狭⼼症
既往および発症年⽉，狭⼼症兆候の有無（ロ
ンドン⼤学質問票），⾝⻑，体重）と労働時
間について視覚的あるいは要約統計量を算
出するなどを⾏い，解析⽅法の適切性や妥
当性の関する予備的検討を⾏う． 
 
Ｃ.研究結果 
 2019 年 3 ⽉時点までに，図 2 及び図 3 の
通り，ケース（症例）が選定されると 2 段
階抽出として事業所及び⼈的規模が類似し
た対照候補プールからコントロール（対照）
が選択され収集された調査データを中間解
析データとし，データクリーニングおよび
解析データセットの作成を⾏った． 
その際に，いくつかのデータ取り扱いに関
して，不適切な項⽬が散⾒された． 
・データが数値情報ではなく⽂字情報とし
て⼊⼒されている 
・主要評価項⽬である労働時間数に関する
調査票が〇〇時間□□分と記⼊できるフォ
ーマットであるためか，データセットで時
間の単位で労働時間数が⼊⼒されておらず，
時間と分が別の列に分けて⼊⼒されている 
・家族⽤の調査票には，患者本⼈に対する
記述ではなく，家族本⼈の記述が⾏われて
いる（年齢，性別の不⼀致など） 
 また，その後，調査データ⼊⼒の委託先

から，⼀部のデータの項⽬と⾏の取違いが
発覚した旨の説明があった． 
そのため，本中間解析データとしては， 
 Q0: あなたが診断を受けた疾患 
 Q0date: 診断された⽇付（年⽉⽇） 
 Q1: 本アンケート記載⽇（年⽉⽇） 
 Q2: 性別 
 Q3: 診断を受けた⽇の年齢（歳） 
 Q4: 現在の職業の有無 
 Q5_1: この１カ⽉間の１⽇平均労働時

間（時間） 
 Q8：合併症の有無 
 Q16: 勤務先の主な業務内容 
 Q17: 現在の主な仕事内容 
の項⽬に限定して，ケース群 84 例とコント
ロール群 172 例の合計 256 例の検討を⾏っ
た（表 1〜2，参照）． 
 また，2019 年 1 ⽉の時点における調査デ
ータについて，コントロール群の調査票の
回収率は 29%であり，今後も更なる調査票
が回収されることから，あくまで，本検討
は予備的な検討である． 
 
Ｄ.考察 
リスク因⼦として検討される 1 カ⽉間の 1
⽇平均労働時間のカテゴリ化と背景因⼦ 
 本臨床試験を実施する上で参考とした
Shokejima & Kagamimori(1998) [1] と同
様に試験の⽬的が急性冠症候群発症に与え
る労働時間の影響を検討することから，中
間解析データのうち，Q5_1（この 1 カ⽉間
の 1 ⽇平均労働時間 working time; WT）を
4 つのカテゴリに分類した（WT1=7 時間未
満，WT2=7 時間以上 9 時間未満，WT3=9
時間以上 11 時間未満，WT4=11 時間以上）． 
このカテゴリ化された 1 ⽇平均労働時間の
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リスク群に対して，性別，年齢，職業の有
無，事業所等の要因とアウトカムである急
性冠症候群発症の有無について要約統計量
等を算出した（表 1 参照）． 
 性別については，4 群間で有意差は認め
られていないものの，いずれも男性の割合
⾼かった．男性および⼥性における AMI の
10 万⼈・年あたりの年齢調整発症率は，
1990〜1992 年（66.5，18.7），1993〜1995
年（63.0，36.9），1996〜1998 年（77.0，
30.2），1999〜2001 年（100.7，35.7）と，
⼥性に⽐して男性での発症率が⾼いことが
報告されている（JPHC 研究[2]）．⼀⽅，
今回の調査対象集団は，急性冠症候群を発
症したケース 84 被験者の男⼥⽐は，80:4
であり，JPHC 研究の対象集団よりも男性
の割合が⾼い集団となっている． 
 年齢については，4 群間で有意差は認め
られており，WT1 群（この 1 カ⽉間の 1 ⽇
平均労働時間が 7 時間未満）の平均値が
66.6±1.6 と他の 4 群に⽐べて年齢が有意に
⾼い集団となっている（Dunnett 法による
WT1 群 と 3 群 と の 対 ⽐ 較 , い ず れ も
p<0.05）． 
 有業率は，⾼齢者が多い集団と考えられ
る WT1 群では 93.6%であったが，他の 3
群ではいずれも 100%であった． 
 合 併 症 の 有 無 に つ い て は ， 5 群 で
58.3%~79.3%であり，統計学的な有意差は
認められていない． 
 調査対象者の勤める事業所については，
Q16 として 20 カテゴリで調査を⾏ってお
り，4 群間では統計学的な有意差は認めら
れ，さらに事業所を第 1 次，2 次，3 次産業
とその他の 4 カテゴリに分類した場合にも
有意な差が認められた（p=0.0002, 尤度⽐

検定）． 
 調査対象者の主な業務内容については，
Q17 として 12 カテゴリで調査を⾏ってお
り，4 群間で統計学的な有意差が認められ
ている（p<0.0001, 尤度⽐検定）． 
 調査対象者の勤務先の⼈的規模は，Q18
として 7 カテゴリで調査を⾏っており，4
群 間 で 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め ら れ た
（p<0.0266, 尤度⽐検定）． 
 本研究の⽬的である急性冠症候群の発症
例（ケース）の割合については，WT1 群
35.5%（11/31 例），WT2 群 27.0%（34/126
例），WT3 群 40.7%（24/59 例），WT4 群
32.0%（8/25 例）であり，4 群間に統計学
的な有意差は認められていない(p=0.3040，
尤度⽐検定)． 
 
Ｅ.結論 
 今 回 の population-based case control 
study（症例対照研究）に関する中間解析に
おいて，ケース群 84 例とコントロール群
172 例の合計 256 例について，Q5_1（この
1 カ⽉間の 1 ⽇平均労働時間 working time; 
WT）を 4 つのカテゴリに分類した（WT1=7
時間未満，WT2=7 時間以上 9 時間未満，
WT3=9 時間以上 11 時間未満，WT4=11
時間以上）．このリスク群に対して，表 2 及
び図 4 で Shokejima & Kagamimori(1998) 
[1] と同様の通常業務時間群（WT2 群）を
対象群とした急性冠症候群の発症 Odds 
Ratio は，WT1 群で 1.49 [0.63, 3.39]，WT3
群で 1.86 [0.96, 3.56]，WT4 群で 1.27 [0.48, 
3.15] と な り ， Shokejima & 
Kagamimori(1998) [1]とは少し挙動が違い，
WT3 群での Odds Ratio が最も⾼い結果と
なった． 
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 ただし，この解析は 4 群間の背景要因の
違いを考慮していない素集計での解析結果
であり，性別，年齢，職業の有無，事業所
等の要因とアウトカムである急性冠症候群
発症の有無については，群間の偏りが認め
られた．さらに，本中間解析では検討の対
象外としたアウトカム（休憩時間数，座業
時間数，睡眠時間数，通勤時間数，疲労度）
への影響や，他の交絡因⼦（⾼⾎圧，降圧
剤の使⽤状況，喫煙歴，⾼コレステロール
⾎症／薬物療法，糖尿病既往，狭⼼症既往，
⾝⻑，体重）を含めた群間の相違について
の検討も必要であると考える． 
 以上より，最終解析でのリスク因⼦分析
を⾏う上では，これらのバイアスを調整す
る 解 析 を ⾏ う 必 要 が あ る が ， 例 え ば
propencity score マッチングを⾏う場合，4
群に対して⼗分なサンプル数が選定されな
い可能性があるため，最終解析におけるバ
イアス調整法については，さらなる検討が
必要である． 
 ⼀⽅で，本報告書における中間解析デー
タについてのコントロール群の回収率は
2019 年 1 ⽉の時点で 29%であること，調査
データから解析⽤データセット作成におけ
るデータマネージメント⽅法など，最終解
析までに改善すべき点が確認できた．今後
の最終解析では，さらに回収率が向上し，
適切なマネージメントを⾏うことで精度の
⾼い急性⼼筋梗塞に対するリスク因⼦の分
析結果が得られることが期待される． 

 
Ｇ.研究発表 
  なし 
 
Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 
  なし 
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表2  1日平均労働時間と急性冠症候群発症の有無の関係 

 急性冠症候群発症 

有(ケース) 
急性冠症候群発症 

無(コントロール) 

Odds Ratio 
(WT2群を基準) 

WT1群(n= 31) 11(35.5%) 20(64.5%) 1.49 [0.63, 3.39] 

WT2群(n=126) 34(27.0%) 92(73.0%) 1.00 

WT3群(n= 59) 24(40.7%) 35(59.3%) 1.86 [0.96, 3.56] 

WT4群(n= 25) 8(32.0%) 17(68.0%) 1.27 [0.48, 3.15] 

計 77 164 p=0.3040 
 

 
 

図4  1日平均労働時間と急性冠症候群発症の有無の関係 
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Ⅳ 

労働時間に関する研究の成果発表 





一般社団法人日本経済団体連合会 

労働安全衛生部会 5 ワーキング合同会合 

「労働時間と健康～最適労働時間は存在するのか～科学的エビデンスを考える」 

発表要旨 

 

近年の「働き方改革」を背景に、労働時間とワークライフバランスのあり方がクローズ

アップされている。将来の日本の経済と国民の健康水準の向上のためにも、あらためて労

働時間のあり方について検討する必要がある。 

今回、本研究課題の成果発表のひとつとして、本研究で検討した健康に最適な労働時間

をテーマに、「労働時間と健康～最適労働時間は存在するのか～科学的エビデンスを考える」

と題して、一般社団法人日本経済団体連合会労働安全衛生部会 5 ワーキング合同会合（労

働衛生、労災保険、じん肺問題、産業安全、高年齢者安全衛生）において研究代表者笽島

茂（三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野教授）が発表を行った。 

 

日時：2019 年 3 月 11 日（月）15:00-16:30 

場所：経団連会館 2 階 経団連ホール（南）（東京都千代田区大手町１－３－２） 

会合名：一般社団法人日本経済団体連合会労働安全衛生部会 5ワーキング合同会合 

発表題目：労働時間と健康～最適労働時間は存在するのか～科学的エビデンスを考える 

発表者：笽島茂（三重大学大学院医学系研究科 公衆衛生・産業医学分野 教授） 

発表内容：1. 過労死とは？ 

  2. 労働時間規制の推移 

  3. 過労死はどのように認定されるか（過労死ライン） 

  4. エビデンスの適用と過労死認定数の変化 

  5. 働き方改革の方向性 

 

発表には、関連のある先行研究の紹介、本研究の結果の理解と解釈に必要な疫学の基本的

な説明等も含まれた。 

89





労働安全衛⽣部会 ５ワーキング合同会合
（労働衛⽣、労災保険、じん肺問題、産業安全、⾼年齢者安全衛⽣)

労働時間と健康
最適労働時間は存在するのか

科学的エビデンスを考える
笽 島 茂

（そうけじま しげる）

三重⼤学⼤学院医学系研究科公衆衛⽣・産業医学分野教授
医学部附属病院疫学センター⻑

三重労働局労働衛⽣指導医
⽇本公衆衛⽣学会理事・⽇本産業衛⽣学会理事(指導医)

2019年3⽉11⽇（⽉）15:00~16:30 経団連会館（⼤⼿町）２階 ホール南

労働時間と過労死等に関するエビデンスの現状

Q.1 「長時間労働」は発症に関与するのか？

○ 虚血性心疾患

△ 脳卒中

○ 精神障害 （○アジア、△ヨーロッパ、✕北米・オーストラリア）

Q.2 「労働時間の変動」は発症に関与するのか？

△ 虚血性心疾患

脳卒中

精神障害

Q.3 「短時間労働」は発症に関与するのか？

△ 虚血性心疾患

脳卒中

精神障害
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過労死および過労自殺の労働者災害補償保険給付承認件数の増加
The increase in number of approved cases

of workers‘ accident compensation insurance benefit 
for Karoshi and Karojisatsu.

国際労働機関（ILO） http://www.ilo.org/safework/info/publications/WCMS_211571/lang--en/index.htm

補
償

件
数

年度

過労死 過労自殺

★

過労死

過労自殺

2001年（平成13年）12月
認定基準の改正（発症前半年間の労働時間）

急性期の影響重視 エビデンスへの配慮: 亜急性期 ~ 慢性期の影響重視

1998年（平成10年）9月
エビデンスの出現（BMJ1998）

2009年（平成21年）
所定外労働時間の急減

2008年（平成20年）9月8日
リーマンショック

1998年（平成10年）
特別条項付き36協定

労働時間規制の推移 Ⅰ
1. 労働基準法（昭和22年/1947）
 法定労働時間（労働基準法）

 36協定の締結

2. 特別条項付き36協定（平成10年/1998 労働省告示）

3. 労災認定：過労死ライン（平成13年/2001）
疫学的エビデンスへの配慮（1箇月100時間/2～6箇月月当た
り平均80時間、慢性的長時間労働）

4. 特別条項の上限規制（働き方改革）
疫学的エビデンスの適用（月平均60時間規制/年間720時間
を上限）
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時間外労働の上限規制（働き方改革）
• 週 40 時間を超えて労働可能となる時間外労働の限度を、原則として、月45 時間、かつ、年 360 

時間とし、違反には以下の特例の場合を除いて罰則を課す。特例として、臨時的な特別の事情

がある場合として、労使が合意して労使協定を結ぶ場合においても、上回ることができない時間

外労働時間を年720 時間（＝月平均 60 時間）とする。かつ、年 720 時間以内において、一時的に

事務量が増加する場合について、最低限、上回ることのできない上限を設ける。

• この上限について、①２か月、３か月、４か月、５か月、６か月の平均で、いずれにおいても、休日

労働を含んで、80 時間以内を満たさなければならないとする。②単月では、休日労働を含んで

100 時間未満を満たさなければならないとする。③加えて、時間外労働の限度の原則は、月 45 

時間、かつ、年 360 時間であることに鑑み、これを上回る特例の適用は、年半分を上回らないよ

う、年 6 回を上限とする。

• 他方、労使が上限値までの協定締結を回避する努力が求められる点で合意したことに鑑み、さら

に可能な限り労働時間の延長を短くするため、新たに労働基準法に指針を定める規定を設ける

こととし、行政官庁は、当該指針に関し、使用者及び労働組合等に対し、必要な助言・指導を行

えるようにする。

Working hours as a risk factor for acute
myocardial infarction in Japan: 

case-control study

日本における急性心筋梗塞の危険要因としての
労働時間：症例対照研究

BMJ 1998; 317: 775-780
SOKEJIMA S.  &  KAGAMIMORI S.

http://bmj.com/cgi/content/full/317/7161/775

SOKEJIMA
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SOKEJIMA

職業（社会経済
的因子）は、患者
と対照間で、マッ
チングして収集さ
れた。

生物医学的因子
は、何れも罹患に
関与していた

想定された心理
社会的因子の明
らかな関与はな
かった。

背景因子

SOKEJIMA

前月の
労働時間別
オッズ比

最短月の

労働時間別
オッズ比

増加労働
時間別の
オッズ比

労働時間とオッズ比
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厚労省作成のガイドラインより

慢性的に１１時
間/日を越える

労働時間に相
当する

SOKEJIMA

オッズ比３

１ヶ月間の１日あたり平均労働時間数

短すぎるる労働時間も
心筋梗塞のリスクを

引き上げる？

Sokejima S.
BMJ  1998

Working hours as a risk 
factor for acute myocardial 
infarction in Japan: case-
control study

適度の労働時間は
心筋梗塞のリスクを

引き下げる

オ
ッ
ズ
比

（
９
５
％

Ｃ
Ｉ）
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オッズ比２～３

１ヶ月間の１日あたり平均労働時間数

長すぎる労働時間は
心筋梗塞のリスクを

引き上げる

Sokejima S.
BMJ  1998

Working hours as a risk 
factor for acute myocardial 
infarction in Japan: case-
control study

適度の労働時間は
心筋梗塞のリスクを

引き下げる

オ
ッ
ズ
比

（
９
５
％

Ｃ
Ｉ）

心筋梗塞の発生リスクに及ぼす労働時間の影響。左図は心筋梗塞発症前月の一日平均労働時間
に関する心筋梗塞発生のオッズ比（相対危険度の推定）。右図は心筋梗塞発生にいたる一年間の
労働時間の増加に関する心筋梗塞発生のオッズ比。オッズ比は性・年齢・職業による影響を調整し
たもの。図の結果は、関連要因でさらに調整しても本質的に変化しなかった。

SOKEJIMA

労働時間数 労働時間数の増加

相
対
危
険
度

労働時間数に関連して心筋梗塞発生リスクは変化する

96



平均６０時間以内の残業時間数規制
の落とし穴？

ⅰ 仮想例：心筋梗塞発症前12ヵ月間の月別残業時間数
40時間、50時間、 50時間、30時間、 ０時間、80時間、
40時間、30時間、 40時間、 30時間、 60時間、50時間

ⅱ 計500時間/年 ＜720時間/年

41.7時間/月 60時間/月 → OK!

ⅲ 36協定（月45時間）を上回る特例の適用は５回で、年６回の上限を
下回っている →OK！

ⅳ しかし
50時間ｰ０時間＝50時間/月 ∴１日あたり2.5時間の増加
急性心筋梗塞の発生リスクは２倍以上

SOKEJIMA
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労災疾病臨床研究事業
ストレス関連疾患の発症に寄与する勤務状況の因子とその影響に関する研究

ー健康に最適な労働時間は存在するのか？ー

SOKEJIMA

n=235 （健常者）

Coronary Angiogram of 
a Stenotic Left Anterior 
Descending Artery 

Responses of the 
Coronary Segment 
Indicated by the Arrow 
to Acetylcholine, Mental 
Stress, and Nitroglycerin

Nitro-
glycerin

N Engl J Med 1991   A Yeung et. al.
The effect of atherosclerosis on the vasomotor 
response of coronary arteries to mental stress

副交感神経刺激で
冠動脈がさらに狭窄

メンタル・ストレスで
冠動脈がさらに狭窄

狭窄した冠動脈
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エビデンスとその適用
労働時間による心筋梗塞発生リスクを管理する

Ⅰ 労働時間は心筋梗塞の発生リスクを変化させるか？

【相対リスク Relative risk (RR)】

Ⅱ 心筋梗塞の患者さんが労働時間が原因で病気になった可能
性を計算できるか？

【寄与リスク Attributable risk (AR)】

Ⅲ 行政や事業所が労働時間を適切に管理することによってど
の位心筋梗塞の患者を減らすことができるか計算できる
か？

【集団寄与リスク Population attributable risk (PAR)】

SOKEJIMA

結論

• 労働時間行政で、疫学的エビデンス
への配慮、そしてエビデンスの適用
が進められている。

• 今後、さらに、労働時間要因による
疾患発生リスクの制御方法に検討
が望まれる。
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